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協賛



経済産業省でも企業の循環型ビジネスへの転換を後押ししており、循環型ビジネスに取
り組む企業がESG投資を獲得できる環境整備を目指し、企業と投資家間の循環型の取組
に係る円滑な対話のための投資ガイダンスを策定中です。自社の循環型の取組の定量的
な発信は、投資家との対話に当たっても重要であり、今般のCTI日本語版の発行が、日本企
業が自社の取組を定量的に評価する上での１つの有力なツールを提供するものと期待
します。

経済産業省　資源循環経済課
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サーキュラーパフォーマンスの測定
に御参加ください！ 

協賛：

サポートユーザー：

開発者：

サーキュラー・トランジション・インデックスのフレームワークは、WBCSDの循環型経済プログラムの旗艦
プロジェクトであるFactor10の一環として、循環指標ワーキンググループにより策定されました。



Frans van Houten
CEO、Philips

現在は、マテリアルフローを管理し、サーキュラリティ（循環性）パフォーマンスの加速化を願うあらゆる規模の企業にとって、要の時
期に来ています。本日WBCSDが立ち上げた測定ツールは、循環型経済を率いるリーダーからのインテリジェンスを結集したもので
あり、企業レベルでのサーキュラリティへの取り組みを統一した手法で測定、比較することを可能にします。これは、私たちがプラネ
タリー・バウンダリー（地球の境界）という条件内で、将来の需要に応えることができるようにするための偉大な達成事
項であり、誠に歓迎すべきイニシアチブといえます。

Stephan Tanda 
社長兼CEO、Aptar

私たちはWBCSDおよびこの重大なコミットメントの一翼を担うその他の加盟企業のパートナーとして、より一層の循環型経済のビ
ジョンを実現し、それと同時に、最高品質の製品を創り出すことが重要です。サーキュラー・トランジション・インデックスプロジェクト
は、自己評価を行い、サーキュラーパフォーマンスをさらに定義し、目標に優先順位を付け、確立することで進捗状況を監視できるよ
うにする上での鍵を握っています。

Wiebe Draijer
CEO、Rabobank Group

十分な食料とその他の必需品が2050年に手に入るようにするには、経済は循環型にならざるをえません。これは単に必要な原材料
を削減するだけでなく、炭素排出量の削減にも寄与します。この目的のため、資材調達とマテリアルフローにおける知見を得ること
が不可欠です。サーキュラー・トランジション・インデックス（CTI）はこの推進要因としての働きをします。測定できるものは、改善でき
ます！そして、共に取り組むのであれば、なおさらのことです。

Alistair Field
CEO, Sims

循環型経済への移行は、直線型経済に特有の廃棄物を単に削減するということ以上のものです。それは経済的機会、環境お
よび社会面での利益を創出し、企業のレジリエンスを増大する持続可能な成長を意味します。この移行には、あらゆる企業
の協力を軸としたバリューチェーン全体にわたる資源ループを閉じ、最適化し、評価する体系的な変化が必要となります。

Maria van der Heijden
ディレクター、MVO Nederland

WBCSDのサーキュラー・トランジション・インデックスは、企業が企業データを基にバージン原料や化石燃料エネルギーの使用を
削減することで、より循環型になるための素晴らしいツールです。これは新しい経済を創出する上で不可欠のものです。

Gary Reader
顧客＆市場の世界責任者、KPMG International

私たちはWBCSDの共同イニシアチブの一翼を担い、CTIの作成に関与していることを誇りにしています。これはサーキュラーパフォ
ーマンスを測定する企業の共通のフレームワークです。私たちは、これが循環型経済への移行を加速化し、循環型経済の世界がも
たらす1兆ドルもの機会を企業が解き放つようにするための重要なステップであると考えます。

Andreas Fibig
会長兼CEO、IFF

調査結果は明らかです。「資源採取-生産-廃棄」型経済に基づく将来は、もはや存続できません。CTIガイドラインを採用し、サーキュ
ラリティ（循環性）を基本とする企業は、積極的に人々および地球にとってより持続可能な将来を創出するため、普通とは異なる手段
を取りつつあります。
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序文
レジリエンスとは変化に容易
に適応する能力、すなわち適
応力のことです。
250年余もの間、私たちは環境や
社会への影響を考慮することな
く、大規模な製造、天井知らずの
消費、短い消費サイクルに報いる
経済システムの轍にどんどんはま
り込んできました。今日、私たちは
現在の直線型（リニア）経済モデ
ルが地球とその資源に、そして社
会に課す圧力の限界点に佇んで
いるといえます。

循環型経済への移行の緊急性は、
これまでにないほど明白なもの
となっています。「サーキュラリテ
ィ・ギャップ」は2年前の9.1%から 
8.6%へと拡大していると推定され
ています。つまり、経済活動で使用
された鉱物、化石燃料、金属、バイ
オマスのわずか8.6%のみが年間
に再使用されたことになります。
循環の考え方を受け入れ、これを
戦略および意思決定の中に組み
込む企業と政府はよりレジリエン
トになります。あまりにも長い間待
ちの姿勢で臨んでいる企業や政
府は、明日の経済において遅れを
とるリスクがあります。

Royal DSMが100年余に及ぶ成功
を収めてきたのは、改革と変換の
精神が当社の体質に深く根ざして
いるためです。

1902年に石炭鉱業会社としてス
タートしたDSMは度重なるごとに
自己変革を成し遂げ、新しい市場
機会とリスクに対応してきました。
今日、DSMは栄養と持続可能な生
活におけるソリューションを提供
しています。私たちは科学とイノ
ベーションを駆使して、社会が直
面する最大の課題に取り組みま
す。これには資源不足、循環型経
済から創出される機会なども含ま
れます。

資源と循環性（サーキュラリティ）
は当社の主要優先事項の一つで
あるため、他の25社と共にサーキ
ュラー・トランジション・インデック
スを策定する、WBCSDのFactor10 
- Circular Metrics ワークストリー
ムの議長役に名乗り出ました。CTI
は、あらゆる産業、バリューチェー
ンにおけるポジション、規模に関
係なく、企業のサーキュラリティを
一貫して測定し、企業にとっての
関連リスクと機会を理解するため
の客観的および定量的なフレーム
ワークです。このフレームワークを
通じて、企業はサーキュラリティに
向けた自らの進捗状況を理解し、
これを長期にわたりモニターし、
重要な決定の際の情報提供にこ
れを使用し、主要利害関係者に助
言を与えることができます。

循環型経済はバリューチェーン、
産業、部門にまたがる協力を必要
とします。サーキュラーな大望をも
って進歩を確実に遂げるために
は、皆が同様の認識をもつことが
必須です。

これにより、私たちは各パートナ
ーから適切な情報を収集し、循環
型経済に共に適応していくことが
可能になります。その意図するとこ
ろは、企業が循環型ビジネス慣行
を採用する上で、そのステータス
への知見を提供し、最終的に企業
が循環型の商機をつかみ、直面す
る現在および将来の直線型リスク
に対処することです。

私たちはベースラインを定めるた
め、規模にかかわらず、あらゆる企
業を対象に、CTIと無料オンライン
ツールを使用するよう呼びかけて
います。手始めに製品を取り扱う
か、事業単位、または全社的な取
り組みをするかは、皆さん次第で
す。皆さんは循環型経済への本物
かつ野心的な取り組みを実証する
だけでなく、社内外の利害関係者
から質問が出た場合にも、より周
到に返答できる立場にあることに
なります。

こうしたことは、より大きなレジリ
エンスに向けて御社が適応してい
く端緒となります。100年後にグロ
ーバルな循環型経済において皆
さんが健在でいらっしゃるよう願
います。

Feike Sijbesma 
CEO, ROYAL DSM



Mari Pantsar
ディレクター、SITRA

循環型経済のイノベーション、投資、政策は、2020年代に加速的にビジネスと社会を形成します。競争力を維持しようとする企業および社
会は、気候中立的な循環型ビジネスモデルのイノベーションと規模拡大を図り、循環型経済への移行ができるだけ必然的なものであるよ
うにします。私たちは、企業が戦略および事業におけるサーキュラリティを推し進める際の意思決定を導く重要なツールとして、WBCSDの
CTIを歓迎します。

David B. McGinty
グローバルディレクター、PACE

リーダーが循環型ビジネスモデルおよび循環原則を基に運営される経済全体への移行における機会とリスクをより良く理解するために
は、より強力なデータが必要です。WBCSDおよびそのメンバーからのCTIのアプローチは、企業がそのマテリアルの使用、リスク・エクスポ
ージャー、投資機会に対するより良い理解を支援する上で、優れた出発点となります。この取り組みとデータにより、既存企業は循環型モ
デルへと移行する実践的方法をより良く理解し、サーキュラリティの最大の可能性を解き放つのに集団行動が必要となるような、極めて
重要な共通課題を特定できるようになります。

Tim Mohin
チーフ・エグゼクティブ、Global Reporting Initiative (GRI)

WBCSDのサーキュラー・トランジション・インデックスの発行を歓迎します。GRIはこのプロジェクトの進展に貢献し、近々予定されている
GRIの廃棄物基準の更新版とそのコンテンツが一致するようお手伝いしましたが、その廃棄物レポートの中心に循環思考があります。GRI
は、不可欠な持続可能性パフォーマンス情報の開示アプローチの統一において、長年にわたるWBCSDとの継続的協力の一貫として、この
取り組みを支援することを誇りに思います。

石井菜穂子
統括管理責任者（CEO）兼議長、地球環境ファシリティ（GEF）

環境上のグローバル・コモンズを保護するためには、私たちは循環型経済モデルへと早急に移行する必要があり、企業はその移
行を牽引する中核にあります。企業は進歩を測定し、事業活動を改善するための方法を求めてはいますが、必ずしもそれを発見
しているとはいえません。WBCSDのこのオンラインツールは、こうしたニーズを満たすものです。これにより企業リーダーは事業
を自己評価し、改善のための代替シナリオを検証し、究極的により持続可能な、循環型慣行を採用し、報告できるようになります。

Sophie Fallaha
エグゼクティブディレクター、CIRAIG

CIRAIGは確固とした科学に根ざしたサーキュラー・トランジション・インデックスの策定においてWBCSDが示したリーダーシップを称賛
し、官民部門、学術界、NGOからの持続可能な革新的生態系の主要利害関係者が一丸となり、このコンセンサス形成に向けた取り組みに
貢献してきたことを誇りに思っています。これにより、持続可能で循環型のトランジションへ向けた行動へと道が開かれるものと自信をも
っています。

Andrew Morlet
チーフエグゼクティブ、エレン・マッカーサー財団

CTIは、循環型経済において歓迎するべき取り組みであり、企業が循環型のマテリアルフローについての理解を深めるための柔軟なツー
ルを提供します。私はエレン・マッカーサー財団がCTI諮問グループの一員となり、マテリアルフローの定義と測定方法に関する整合性を
確実にしたことを嬉しく思っており、循環型経済への移行を導く測定の採用が実現されることを心より期待しています。

Dr. Andrew Steer
所長兼CEO、世界資源研究所（WRI）

測定できなければ管理できないということを企業のリーダーは心得ています。そのため、WBCSDのメンバーが一丸となってサーキュラリ
ティの測定のため、この透明なアプローチを策定、導入することは誠に称賛に値します。持続可能性の達成は継続的な道のりであり、あら
ゆる部門からのリーダーシップを必要とします。WBCSDのサーキュラー・トランジション・インデックスは、企業部門がリーダーシップの役
割を発揮することを表すものです。サーキュラリティの主流化が加速する中、全部門にわたる継続的協力に期待しています。
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エグゼクティブ・サマリー
CTIの中核は、企業のサーキュラー
パフォーマンスを決定する自己評
価にあります。第一に企業を通じ
た循環型マスフローと直線型マス
フローに主に重点を置き、企業の
パフォーマンスを決定する上で、
その設計、調達、回収モデルが極
めて重要な手段となっています。
ループを閉じる能力の他にも、CTI
は全体的なリソース使用の最適
化、および企業の循環型マテリア
ルフローと企業パフォーマンスの
間にある繋がりへの知見を提供し
ます。フレームワークは企業の循
環型活動が環境および社会に与
える影響を評価しませんが、マス
フローを理解することは、その影
響を知る上での大きな一歩とい
えます。

サーキュラリティパフォーマンス
に共通の指標を使用することは、
循環型経済への移行を加速する
上で不可欠なものの、企業にとっ
てのCTIの価値は、サーキュラリテ
ィがいかに企業パフォーマンスを
推進させるかに関するガイダンス
の算定、分析、説明を超えるもので
す。  CTIプロセスにより企業は評
価の範囲設定と準備を行い、リス
クと機会を理解し、行動の優先順
位付けを行い、進捗状況をモニタ
ーするためのSMART目標を確立
することができます。

循環型経済が勢いを増す
中、企業はサーキュラーパフ
ォーマンスと関連リスク およ
び機会への知見に基づいて
移行準備を行うことが不可
欠です。これを実行するため
には、企業はサーキュラリテ
ィを測定する普遍的かつ一
貫した方法を必要とします。
サーキュラリティ・ギャップ 報告書
によると、世界経済のサーキュラ
リティは今日わずか9%にとどまっ
ています。1 WBCSDの26の加盟企
業が作成したサーキュラー・トラ
ンジション・インデックス（CTI）で
は、次のような質問に答える支援
をします。

• 私の会社はどのぐらいサーキ
ュラリティがあるのか？

• 改善目標はどのように設定す
るのか？

• サーキュラー活動による改善
をどのようにモニターするの
か？

CTIはシンプルで、業界およびバリ
ューチェーン全体に適用でき、包
括的かつ柔軟性があり、企業の既
存の持続可能性への取り組みを
補完し、かつ資材、部門または技
術にとらわれません。

CTIは内向きの、客観的、定量的、
実証可能なデータに基づいてい
ます。 こうしたデータは社内にあ
ってもなおざりにされていたり、ま
たは社外の、バリューチェーンパ
ートナーのところにあったりしま
す。このプロセスを通じて企業を
支援し、指導するため、私たちは
Circular IQと提携して、CTIオンラ
インツールを開発しました。これ
はwww.ctitool.comでご利用いた
だけます。

ツールを通じ、CTIはバリューチェ
ーンの討議を開始します。これは
循環型経済への移行を加速する
上で不可欠なものです。

顧客、投資家、規制によるサーキュ
ラーパフォーマンスを実証するこ
とへの圧力が高まる中、信頼でき
る対応を行うことが各社にとって
の最大の利益です。CTIは、こうし
た対応を準備するフレームワーク
を提供します。それは評定を与え
るのではなく、結果が自らの大望
に沿ったものであるかの決断を企
業に任せるものであり、企業自ら
がサーキュラートランジションを
行く運転者となります。

私たちは世界中のあらゆる規模と
業種の企業がCTIに導かれ、オン
ラインツールにより支援されるサ
ーキュラーベースラインを測定す
ることで、循環型経済へのコミット
メントを実証するよう呼びかけて
います。

http://www.circularity-gap.world/
http://www.ctitool.com/


第1部
サーキュラー・トランジション・インデックス : 
フレームワーク
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サーキュラー・トランジション・ 
インデックス: CTI 

直線型から一段と循環型のビジネ
スを行う方向に移行していく圧力
が高まる中、朗報といえるのは、改
善の機会は91%あるということで
す。移行への機運は高まっており、
官民両部門において野心的な循
環型目標の設定を始めています。
例えば欧州委員会は、移行の加速
を推進しており、オランダは2030
年までに一次原料の使用を50%
削減し、2050年までに循環型経済
に完全移行するという政府主導
のプログラムを導入しました。4産
業全体 および各政府にまたがる
戦略策定と進捗状況の測定を実
施するには、透明性と整合が共通
の言語を確立する上で極めて重
要です。

こうした理由から、WBCSDの
Factor10プロジェクトを通じて26
のグローバル企業がサーキュラ
ー・トランジション・インデックス

（CTI）の策定に力を合わせまし

現在、世界の循環率は9%で
す。これが持続可能でない
ことは明白であり、「資源採
取－生産－廃棄」型経済モ
デルから脱する緊急性が高
まっています。今の廃棄型ト
レンドが続けば、世界の天然
資源需要に応えるには2030
年までに地球の1.7倍分以
上が必要とされています。2

これは、持続可能な開発目標
（SDGs）およびパリ協定の

達成を実質的に不可能にす
るものです。3

廃棄物とみなされるもので
も、それが存在する限り、そ
こには資源として利用する価
値、機会、ビジネスケースが
あると考えます。

た。その目的は、客観的、定量的、
柔軟なフレームワークを策定し、リ
スクと機会を特定し、サーキュラー
な優先事項を決定し、目標を設定
することです。私たちはこのフレー
ムワークが、すでに業界で使用さ
れている既存の持続可能性フレー
ムワークに取って代わるものとな
ることは意図していません 。 むし
ろ、サーキュラリティパフォーマン
スへの知見を付加することに努め
ています。

CTIフレームワークは企業の管理
範囲内でのマテリアルフローの評
価を基本として、資源の効率性と
効果性に関する追加的指標およ
び循環型ビジネスによる付加価値
を組み合わせています。こうした
見方を通じて、最も効果的に循環
型経済および関連の機会へ移行
する方法について、企業が具体的
な知見を得ることができるよう、こ
のフレームワークがご案内します。
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循環指標の必要性
リニアビジネスモデルは短
期的には利益を上げるかも
しれませんが、長い目で見る
と、企業を市場リスク、業務
運営リスク、法的リスク、事業
リスクにさらすことになりま
す。5サーキュラリティのビジ
ネスケースの中核には、企業
が資源の賢い利用をするこ
とで、より多くの価値を創出
する機会があります。循環型
ビジネスモデルを通じて、企
業は成長を加速し、競争力を
高め、リスクを緩和すること
ができます。6

移行
循環型経済はあらゆる業界で企
業に機会を提供する経済モデル
であるものの、循環型経済への移
行は決して単純なものではありま
せん。企業はビジネスモデルを変
更し、戦略を適応させ、労働者のス
キルを進化させなければならな
い一方で、政府は循環型経済を可
能とするよう政策を調整しなくて
はなりません。

このため連携的な変革に向けた
計画および、明確な目標の設定が
困難になります。企業が自らのサ
ーキュラリティにおける現在位置
を理解し、明確な重要業績評価指
標（KPI）でモニターする目標を設
定できるようになるには、企業戦
略においてサーキュラリティを採
用する際に自らの意思決定を導く
指標体系が必要になります。

 
一つの共通アプローチ
循環型経済への移行を単独で推
進できる企業はありません。循環
型経済にはより大がかりな業界

およびバリューチェーンレベルの
取り組みが必要とされます。変革
を行うためには、企業は、規模、部
門、またはバリューチェーンにおけ
るポジションにかかわらず、同じ思
考をもつ必要があります。

サーキュラリティパフォーマンス
の測定とモニタリングに対して共
通のアプローチをもつことは必須
です。これによりバリューチェーン
は共有ビジョンの達成に向けて尽
力するバリューサイクルになるこ
とができます。

このイニシアチブは循環指標背景 
分析（Circular Metrics Landscape 
Analysis）としてスタートしまし
た。7そこにおいて、私たちはサー
キュラー・インデックスの既存の
プロトコルおよび基準を入念に
調査および検討しました。分析お
よびその後の協議により、サーキ
ュラリティを算定する、いくつか
の方法が特定されました。その
中には製品レベルでの定量的サ
ーキュラリティの自己評価を行
うエレン・マッカーサー財団およ
びGranta Designによるマテリア
ル・サーキュラリティ指標8、定性
的サーキュラリティの自己評価で
はCircle Economyによるサーク
ル スキャン（Circle Scan）9 または
Ecopreneurによるサーキュラリテ
ィチェック（Circularity Check）10、
定量的および定性的な第三者評
価については、エレン・マッカーサ
ー財団によるCirculytics11 などが
あります。

分析によると、今日の企業が使用
する評価およびツールを補完する
フレームワークにおいては、企業
レベルでサーキュラリティを測定
する社内向けの、定量的なアプロ
ーチとガイダンスの必要性がある
ことが結論付けられています。12 

循環型経済の定義
循環型経済は、再生を意図し
た経済モデルです。

目標は革新的なビジネスモ
デルによるシステムの創出
により、循環する資源、製品、
部品、およびマテリアルの価
値を維持することです。こう
したビジネスモデルは長い
寿命、最適な（再）使用、再生
可能性、リファービッシュ、再
製造、再生利用を可能にしま
す。この原則を採用すること
で、組織は廃棄物を生み出
さないような設計、資源の生
産性の増大、地球の境界内
での資源利用の維持に向け
協力することができます。

注
CTIは以下のようなエレン・マ
ッカーサー財団の循環型経済
の原則と一致するものです。

• 廃棄物と汚染を排出しな
い設計

• 製品と材料を使用し続
ける

• 自然のシステムを再生す
る。
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CTIの使用

の排出、生物多様性、人的資
本など）をCTIは補完します。
サーキュラリティ自体が唯一
の目標であるわけではあ りま
せん。この枠組は企業の循環
型活動が環境および社会に与
える影響を評価するものでは
ありません。しかし、マスフロ
ーを理解することは、その影
響を知る上で大きな一歩とな
ります。

• 産業、企業または製品を比較
する。各社のサーキュラリテ
ィへの道のりは独自なもので
す。そのため、関連性のある背
景において、また入念に検討
した上でのみ比較することが
可能です。

• 非持続可能性マーケティング
と販促資料をターゲットにす
る。循環型経済は、より一層持
続可能な生産と消費に向け
て重要かつ必要な進路です
が、企業の持続可能性パフォ
ーマンスに対するその影響力
は、その他の持続可能性指標
のより大きな背景に左右され
ます。企業がフレームワーク
の結果を対外的に伝えること
は、それが適切な背景で提示
されるのでない限り、お勧め
できません。

私たちが適切な背景と考えるの
は、以下の場合です。

• 企業がそのサーキュラリティ
パフォーマンスの包括的な見
解を読み手に提供するため、
すべてのフレームワーク指標
も共有する場合。

• 企業は「サーキュラー・トラン
ジション・インデックスが持続

企業はCTIにより、循環型経済パフ
ォーマンスへの知見を得た上で、
以下が実行できるようになります。

• サーキュラー機会とリニアリス
クを特定し、企業の寿命とレジ
リエンスの向上を図る

• サーキュラートランジションに
関するベースラインを設定し、
進捗状況をモニターする

• 顧客および投資家の照会に
応える

• 共有された循環型優先事項
についてのバリューチェーン
の協議を開始する 

• 顧客の循環型目標を同時に
推進することで新しいビジネ
スを引き付ける 

企業がCTIを使用し、循環型経済
の可能性をより良く理解できるよ
うになることで、私たちは企業に
サーキュラートランジションにお
ける権限を与えることを目指して
います。そのため、できる限り非規
範的であるよう努めています。

WBCSDは企業のCTI評価において
は何ら役割を果たしません。これ
は企業がサーキュラリティへの知
見を得るため、社内向けツールと
して開発されたものです。そのた
め、以下を行うことはありません。

• 持続可能性パフォーマンス全
容を判定する。CTIは企業全体
のサーキュラーおよびリニア
のマスフローを測定し、資源
利用の有効性を評価します。
このような知見により、企業の
幅広い持続可能性の影響を
含む既存かつ一般的に使用
される持続可能性のフレーム
ワーク（例えば、温室効果ガス

例
共有される優先事項
 
アルミニウム産業が非常に
効果的な再生インフラストラ
クチャを持っている背景にあ
る主な推進要因の一つは、リ
ニア消費率がその軌道を引
き続き辿った場合、資源枯渇
と競争力低下のリスクがあ
るという認識を、アルミニウ
ムバリューチェーンの利害関
係者が連帯してもったという
点です。

強力な再生インフラの開発
へ向けた コミットメントと資
源が結び付いてこそ、今日の
アルミニウム缶の70%とい
う回収率が実現しているの
です。

バリューチェーン全体におけ
るアルミニウムの重大な管
理アプローチを継続的に推
進する独立した第三者認定
プログラムを策定・運営する
ため、複数の利害関係者の
ガバナンスモデルを採用し
て、2015年にアルミニウム・
スチュワードシップ・イニシ
アチブ（ASI）が設立されまし
た。13 

可能性の評価ではないこと、
結果は企業または産業の比
較に使用すべきではないこ
と」を明確に記述する場合。

• 独立した第三者が結果を保証
する場合。



サーキュラー・トランジション・インデックス  13

CTIオンラインツール
データはCTIにおける必須の構成
要素です。これにはすぐに利用可
能なデータ、また企業の懐に隠さ
れているデータ、あるいは企業の
外部のサプライチェーンパートナ
ーのところにあるデータも含まれ
ます。このデータを取得し、算定を
実行することが、このフレームワ
ークの最も資源集約的な部分で
す。CTIの可用性・有用性を最適化
するため、私たちはCircular IQと
提携して、CTIオンラインツールを
開発しました。www.ctitool.com。

このツールはデータを構造付け、
結果を算定します。これにはユー
ザーが社内利害関係者またはバリ
ューチェーンパートナーにデータ
をリクエストするため、機密保持
の問題を回避できるようなサポー
ト機能が備わっています。

さらに、実施された範囲設定とス
テップを正確に文書化し、その後
のサイクルにおける一貫性とモニ
タリングを可能にします。

ツールはユーザー体験を向上し、
実行可能かつ有意義な結果を出
すため、継続的に改善されます。

参照ベースライン
CTIオンラインツールは、集計化か
つ匿名化されたデータを集めるた
め、企業に業界、地域、バリューチ
ェーンのポジションなどのベース
ラインに照らしたパフォーマンス
レベルに関して、カスタマイズされ
たフィードバックを提供することが
できます。

簡潔性
循環型経済の背景内において、
可能な限り簡潔であること。

一貫性 
あらゆる業界で有効な一つの共
通の言語を使用し、組織の規模、
部門、バリューチェーン上のポジ
ションに関係なく、サーキュラー
機会およびリニアリスクに対す
る一貫した知見を提供します。

完全性と柔軟性
多様なビジネスニーズに対応す
る、完全性と柔軟性をもった指標
一式を提供します。

補完的
サーキュラリティはより持続可能
な生産と消費への一つの進路で
あることから、評価は単独で行う
ものではなく、既存のその他の
持続可能性およびビジネス指標
を常に補完するものでなくては
なりません。

中立性 
マテリアルすべてが 循環型経済
に貢献する限り、特定のマテリア
ルを他より優先することを控える
ようにします。

フレームワークの原則

http://www.ctitool.com
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図1：バリューチェーンの回収システムの簡略化した表記

循環型経済には協力が必要です。
バリューチェーン全体が資源の各
ユニットに創出される価値の最大
化のため一丸となって取り組む必
要があります。

図1は簡略化したバリューチェー
ンを示しています。赤い矢印から
遠いほど、企業は情報の取得が困
難になります。

CTIはクロスバリューチェーン全体
における会話を開始する上で触
媒の働きをします。これはバリュー
チェーンパートナーが団結して、共
有された目標を追求するためのプ
ロセスを提供します。

CTI オンラインツールは、プライバ
シーまたは機密保持の懸念を生じ
ることなく、企業がバリューチェー
ンパートナーから必須データを取
得するのに役立ちます。

例
共有される優先事項
 
オランダの某電気通信会社
は、サーキュラリティマニフェ
ストを通じて、上流バリューチ
ェーンにあるパートナーが必
ず当該電気通信会社と同じ
循環型の方法で事業を運営
するよう、サプライヤーと共
に取り組んでいます。14 

バリューチェーンの取り組み 

生物圏

最小化すべき
再生不能なバージン資源の

抽出

生分解/堆肥化

最小化すべき
焼却または埋め立て

回収業者と（再）処理業者

マテリアル
生産者 製造業者 販路 ユーザー

処分

再使用
（中古）

再使用 / 修理 / 修繕再生利用

処分処分 処分
再製造と転用再生利用

再生可能
資源
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CTI方法論
CTIは企業を介したマテリアルフ
ローに基づいています。*こうした
フローを分析することで、企業は
資源の抽出と廃棄物を最小限に
する自らの能力と目標を策定し
ます。

これは企業の境界の中で3つの主
要な介入ポイントにおけるフロー
の評価を伴います。

インフロー
企業が調達するマテリアルはどの
程度循環型（サーキュラー）であ
るか？

アウトフロー回収可能性 
企業はそのマテリアルを技術的に
回収され得るものにするため、ど
のような設計および加工を行って
いるか（分解、修理可能性、再生利
用のための設計など）？

アウトフロー 実際の回収 
企業のアウトフローは実際どの
程度回収されているか？**このア
ウトフローには製品、副産物、廃
棄物が含まれます。実際の回収率
は、新しいビジネスモデルや強制
または任意の回収制度により改善
することができます。

この分析結果は、企業がいかに効
果的にマテリアルフローのループ
を閉じるかを示します。

*注
マテリアルフロー
マテリアルフローには、栄養
素、化合物、材料、部品、コン
ポーネントまたは製品も含
まれます。読みやすくするた
め、この報告書ではこれらす
べてをマテリアルフローと呼
びます。

**注 
回収

「回収される」ということは、
再使用、修理、リファービッシ
ュ、転用、再製造、再生利用、
堆肥化または生分解などを
通して、同レベルの機能的等
価における、技術的に実現可
能で経済的に実行可能な栄
養素、化合物、材料、部品、コ
ンポーネントまたは製品（組
織による）を含んだ回収を指
します。

図2：マテリアルフローの構図

会社の境界

リニアインフロー
再生回収不能な
バージン資源

リニアアウトフロー
回収不能な

製品と廃棄物の流れ
%

サーキュラー
インフロー

%
実際の回収

%
回収可能性

サーキ
ュラ
ーア

ウト
フ
ロ
ー

埋立地
焼却

サ
ー
キュラーインフロー
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規模、部門またはバリューチェー
ン上のポジションにかかわらず、
どのような企業にもこの枠組を使
用することができます。そのため、
特定のビジネスに関連のある指
標の選択は様々です。CTIは各種
の指標メニューを提供しますが、
その一部は任意です。

 評価はループ化モジュール全容
を完了することから始まります。企
業はその後、さらなる知見を得る
ため ループ最適化およびループ
評価の指標を算定することができ
ます。

ループ閉鎖
% サーキュラーインフロー 

% サーキュラーアウトフロー 
% 水のサーキュラリティ 
% 再生可能エネルギー

ループ最適化
% クリティカルマテリアル 

% 回収タイプ

ループ評価
サーキュラーマテリアルの 

生産性

各指標



サーキュラー・トランジション・インデックス  17

水のサーキュラリティ
循環型経済には再生可能エネルギーへの移行が必要です。ほとんどの
企業がすでに事業運営に関係する再生可能エネルギーの消費を測定す
る指標を設けているため、CTIでは エネルギーを個別に検討し、これにつ
いて企業はこうした既存データを使用することができるようになってい
ます。

再生可能エネルギー
循環型経済には再生可能エネルギーへの移行が必要です。ほとんどの
企業がすでに事業運営に関係する再生可能エネルギーの消費を測定す
る指標を設けているため、CTIでは エネルギーを個別に検討し、これにつ
いて企業はこうした既存データを使用することができるようになってい
ます。

注 | 水のサーキュラリティ指
標ワーキンググループ
WBCSD Factor10 循環指
標ワーキンググループおよ
びWBCSDのGlobal Water 
Solutions Projectは、一連の
堅牢で有意義な水のサーキ
ュラリティ指標を策定するべ
く、専門知識を集約し、協働
しています。

注 |個別の指標
4つのループ閉鎖指標から得
られる結果

• % サーキュラーインフ
ロー

• % サーキュラーアウト
フロー

• % 水のサーキュラリティ
• % 再生可能エネルギー

は個別の結果のままであ
り、1つのスコアには結合さ
れません。

% 水のサーキュラリティ
公式は確認待ち

% 再生可能エネルギー
再生可能エネルギー（年間消費）

エネルギー合計（年間消費）
x 100%

1. ループ化
このモジュールは、企業のマテリアルフローのループ化の有
効性を算定します。
これは会社、事業単位、または（生産）拠点のレベルにて評価できます。

マテリアルフローに基づいたサーキュラリティパフォーマンス
企業のサーキュラリティパフォーマンスは、以下の公式で概説されてい
るように、サーキュラーインフローの割合（%）とサーキュラーアウトフロ
ーの割合（%）の平均です。

図3：式の構図

注 | 追加情報
各指標に関するさらなる詳
細情報および具体的情報に
ついては、ユーザーズマニュ
アルの23ページを参照してく
ださい。

サーキュラリティ
企業/事業単位/生産拠点

% サーキュラーインフロー合計

% 回収可能性 X

企業/事業単位/拠点レベル
製品/コンポーネント/マテリアルレベル

% サーキュラーアウトフロー合計

% サーキュラリティ・インフロー X

% 実際の回収 X

(% サーキュラリティ・インフロー A * マス A)
+ (% サーキュラリティ・インフロー B * マス B)
+ (% サーキュラリティ・インフロー C * マス C)

マスの合計 A+B+C

(% サーキュラリティ・アウトフロー D * マス D)
+ (% サーキュラリティ・アウトフロー E * マス E) 
+ (% サーキュラリティ・アウトフロー F * マス F)

マスの合計 D+E+F

% サーキュラリティ・アウトフロー X
% 回収可能性 X * % 実際の回収 X% 再生可能

または
% 非バージンコンテンツ

標準的な回収率
または地域の回収率

または手動による回収率 + 正当化

はい - 完全に可能 => 100%
いいえ - 可能性ゼロ => 0%

ある程度可能 => X %
または %生分解可能
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2. ループ最適化
このモジュールは資源利用の効率に関する知見を提供しま
す。含まれている指標は任意です。
クリティカルマテリアル
最初の指標は% クリティカルインフローです。これは緊要または欠乏して
いるとみなされるリニアインフローの比率に注目します。これにより企業
は特定のマテリアルフローのリスクレベルを評価し、それに従って優先
順位を決定することができます。算定方法は以下の通りです。

CTIオンラインツールはさらに知見を深めるために、絶対的マスバリュー
に関するフィードバックも提供できます。

回収タイプ
ループ最適化モジュールの2つ目の指標 % 回収タイプはマテリアルがど
のように回収され、バリューチェーンに再循環されるかに焦点を当てま
す。結果は、再使用/修理、修繕、再製造、再生利用、または生分解/堆肥化
という形で回収されたマテリアルの割合の内訳を表します。CTIオンライ
ンツールは、入力されたループ化データに基づいて、自動的に内訳を生
成します。

企業のバリューチェーンにおけるポジションによっては、回収ループに
おける最適化の可能性が制限される場合もあります。CTIツールからのフ
ィードバックはこれを考慮しています。

再生利用

マテリアル
生産者 製造業者 販路 ユーザー

高低 保持されるバリュー

修理またはリファービッシュ再製造またはリファービッシュ
再生利用

再生利用

再製造再生利用

再製造または

リフ
ァービッシュ

再使用

または修理
再使用

または修理

図4：回収タイプと保持される価値

% クリティカルフロー
クリティカルとして定義されるインフローマス

リニアインフローのマスの合計
x 100%
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3. ループ評価 
このモジュールは企業のサーキュラーマテリアルフローのビ
ジネス付加価値を示します。指標は任意です。

サーキュラーマテリアルの生産性
ループ評価モジュールの指標はサーキュラーマテリアルの生産性であ
り、これはリニアインフローの質量単位当たり生成された収益を表しま
す。結果はモニタリングが長期間に及ぶにつれてより意義深くなる概念
的な数字です。

算定方法は以下の通りです。

サーキュラーマテリアルの生産性が大きいほど、企業は直線型資源消費
から財務パフォーマンスを切り離していることになります。

サーキュラーマテリアルの生産性
収益

リニアインフローのマスの合計
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注 | 互換性
このプロセスステップのア
プローチは Natural Capital 
Protocol のようなその他の
業界フレームワークから応用
しているか、またはそれと一
致しています。15 

CTIプロセス 
フレームワークでは、1つの評価サ
イクルをなす7つのプロセスステ
ップを概説しています。初めて評
価を実施すると、情報と知見が得
られます。しかし、サイクルを定期
的に繰り返すことで、企業はサー
キュラートランジションにおける
進捗状況をモニターすることがで
きます。

サーキュラーマテリアルの生産性
といった、一定の指標は、長期の
パフォーマンスを比較するため、
実際は前年比のスコアに基づくこ
とになります。このことは、最初の
サイクルがベースラインになるた
め、その後の解釈が困難になる場
合があることを意味します。長期
的には、トレンドのモニタリングが
より意味を持つようになります。

図5：プロセスサイクル

1. 適用範囲
境界の決定

2. 選択
指標の選択

3. 収集 
情報源の

特定と
データ収集

4. 算定
算定を実行

5. 分析
結果の解釈

7. 適用
計画と行動

6. 優先順位付け
機会の特定

https://naturalcapitalcoalition.org/
https://naturalcapitalcoalition.org/
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CTIを始めるには
詳細についてご関心がある場合
や、御社のサーキュラリティの算
定を開始するのにCTIおよびオン
ラインツールを使用する可能性が
ある場合、いくつかの推奨事項が
あります。

これは困難な演習のように思える
かもしれませんが、開始するのに
お役に立ついくつかの無料リソー
スがあります。

• ユーザーズマニュアルの23ペ
ージには、データを入手する
方法、結果を解釈する方法、知
見を行動に転換する方法につ
いて、より綿密な説明がされ
ています。

• ガイダンス付きCTIオンライン
ツールでは順を追ってプロセ
スを説明します。

• より詳しくフレームワークを紹
介するウェビナービデオは、
次にてご利用いただけます。 
www.wbcsd.org/ctice

• 長期的には数が増大するで
あろう使用ケースおよび代表
される業界は次にてご利用
いただけます。 www.wbcsd.
org/ctice

さらに、企業がCTIについてより良
く理解し、質問に答えることができ
るよう、インタラクティブなウェビ
ナーを主催しています。

推奨される次のステップは以下の
通りです。

1. www.ctitool.comに進み、無
料アカウントに登録し、CTIツ
ールが提供するもの、その仕
組みについて探索してくださ
い。

2. ユーザーズマニュアル（23ペ
ージ）をお読みになり、CTIの
フレームワークを把握してく
ださい。

3. ユーザーズマニュアルの適用
範囲段階（24ページ）をご覧
になり、セクションに記載され
ている設問について対話を御
社で始めてください。より広範
な利害関係者ネットワークを
こうした話し合いに関与させ
ることが有益である場合があ
ります。

4. ウェビナーに登録したり、チー
ムとトレーニングを企画した
りして、誰もがよく把握してい
るようにします。詳細につい
ては次をご覧ください。www.
wbcsd.org/ctice

5. 手始めに、簡単な、すでにデー
タが手元にあるような、対象
範囲が限られたテスト評価を
行ってください。

注
Keep in touch!

最新情報を得る 
定期的に www.wbcsd.org/
ctice を確認し、フレームワー
クに関する最新情報を得て
ください。

• CTIサーキュラーに登録
し、フレームワークへの
最新通知を受け取ってく
ださい。

• 計画されているウェビナ
ーやトレーニングがな
いか、イベントカレンダ
ーに注意し、お申し込み
ください。

参加する
• ご自身の知見やアイデ

アをCTIオンラインツー
ルのフィードバック機能
www.ctitool.comを通じ
て共有してください。

• WBCSDおよび Factor10
循環指標ワーキンググ
ループに参加して、CTIの
今後を形作っていくため
積極的にご支援くださ
い。cti@wbcsd.org

http://www.wbcsd.org/ctice
http://www.wbcsd.org/ctice 
http://www.wbcsd.org/ctice 
http://www.ctitool.com
http://www.wbcsd.org/ctice
http://www.wbcsd.org/ctice
http://www.wbcsd.org/ctice
http://www.wbcsd.org/ctice
mailto:cti%40wbcsd.org?subject=
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注
要求される指標：
これらは公開協議中に皆さ
んからご意見をいただいた
指標ニーズです。

• 環境インパクトとソーシ
ャルインパクト

• 土地消費
• 材料の毒性と安全性
• 耐久性や使用の最適化

などの循環型戦略
• 財務指標と投資家指標
• 地域的背景
• 価値創造と事業パフォー

マンス
• 創出された雇用の件数

と品質

ご関心をお寄せいただき
ありがとうございます。私た
ちはこうした点を検討し、さ
らなる指標の策定を開始し
ます。

御社がCTIのさらなる改善と
発展において積極的な役割
を果たすことにご関心があ
る場合、WBCSD循環指標チ
ームまで cti@wbcsd.org に
てお問い合わせください。

継続的改善
この枠組の立ち上げはワーキング
グループにとって大きなマイルス
トーンといえます。私たちはサーキ
ュラー・トランジション・インデック
スが実際にどのように機能し、知
見と行動を刺激するか、大きく期
待しています。

過去18か月の間に、私たちは方法
論とオンラインツールを開発し、
数回にわたるテストを行い、公開
協議のための草案のフレームワ
ークを発表しました。全世界の官
民両部門における200人を超える
個人の方々からいただいた合計
2,000件を超えるフィードバックを
処理しました。幅広い支援と処理
された大量の建設的なフィードバ
ックにより、私たちはCTIにより企
業と循環型経済全般にとって貴重
なツールを提供しているとの自信
を得ることができました。

しかしながら、これは依然進行中
の取り組みであります。

循環型経済は速いテンポで進展
しており、優先事項は常に進化し
ています。

CTIは、今日の主として概念的な
主題に対して体系を与えているも
のの、関連性を持ち続けるには適
応する必要があります。そういっ
たことから、これはCTI のバージョ
ン 1.0. になります。一定の中核概
念と原則には変わりはありません
が、その使用は進化する必要があ
ります。

そのため、ワーキンググループは
以下のいくつかの分野に注力して
作業を継続することになります。

プロモーション
より多くの企業がフレームワーク
を使用するほど、対話はよりバリュ
ーチェーン間にまたがるものにな
ります。ツールがより多くのデータ
を収集できるほど、真に匿名化さ
れた業界データおよび地域データ
の平均を提供することができるよ
うになります。

ケーススタディの開発
これにより、業界レベルでの概念
を解釈し、理論的なフレームワー
クを現実のものとすることができ
ます。

モニタリング
CTIおよびオンラインツールの両
方について、企業の使用状況を精
緻に検討、モニターしていくこと
で、ニーズと必要とされている進
展への理解を深めます。

新しい指標ニーズ
% 水のサーキュラリティ指標の開
発はすでに進行中であり、2021年
の次のバージョンに取り入れるこ
とが見込まれています。その他の
指標もワーキンググループにより
現在検討中です。

投資家とのリンク
今後はさらに調査を拡大し、移行
の背景にある重要な推進要因で
ある財務、投資家の見通しやニー
ズも取り入れていきます。

アップデートについては定期的に
www.wbcsd.org/ctice を確認して
ください。

mailto:cti%40wbcsd.org?subject=
http://www.wbcsd.org/ctice
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指標メニューから指標を選択する前に、以下の点を確実にするため、御
社のサーキュラリティ評価を計画されることをお勧めします。

• 時間をかけて、適切な理由のための適切なデータセットを模索しま
す。

• 評価の結果において、どのような知見を求めているのかを把握しま
す。

• それらをどのように前進させることができるかについて計画を立て
ます。

開始時に、評価の意図は何か？を問います。

目標設定にあたり以下のような質問を検討します。

• サーキュラリティはなぜ当社にとって重要なのか？
• この評価を実施することでどのような質問に答えたいと思うのか？
• 評価の結果と知見の読み手となるのは誰か？この読み手にこの知見

と情報で何を行って欲しいのか？読み手は結果が分かった後に、ど
のような他の質問をする可能性があるのか？

• どのようなマテリアルストリームを重視すべきか？どのような分野
が、すべての利害関係者の最適価値を増大する上で影響をもつの
か？

ここでは利害関係者との対話と協力が役立つことがあります。目標が設
定されたら、次のような質問を用いて、適用範囲を設定します。

1. どのようなレベルのビジネスを評価するのか？ 
会社全体を評価することができますが、事業単位、生産拠点、または製品
ラインなどの会社の特定部分を評価することもできます。

2. 時間枠は？ 
年次財務サイクルと一致する一年の時間枠が自然な選択肢です。しか
し、生産サイクルまたはその他より意味のある時間枠（建設部門または
資本設備に関連するものなど）の使用も有益なことがあります。これにつ
いては十分に検討し、その他の適用範囲パラメータを補完するものを選
択します。

3. 何を含め、何を除外するのか？ 
ほとんどの企業にとって、すべてのマテリアルフローのデータを100%得
ることは非常に困難でしょう。このことは、評価には一部のフローが含ま
れなかったり、あるいは代案や仮定を使用しなくてはならないことを意
味します。企業はこれらの代案や仮定、除外されたマテリアルフローを自
由に設定できますが、評価を開始する前に、これらについてできるだけ
明確に文書化しておくことをお勧めします。

適用範囲 
領域の決定

例 | 質問
質問には以下のようのものが
考えられます。

• どこからスタートしたらよ
いのか？また、当社の機会
とは？

• どの事業部門が最もサー
キュラリティが高く、学習し
た内容全体をどのように
取り入れていくことができ
るのか？

• サーキュラーな活動が当
社事業にとって良いかど
うかどのように評価する
のか？ 

例 | 読み手
これについて対話を行う相手
とは、取締役、従業員、サプライ
ヤー、取引先であるのか？調査
結果を提示した後に、そうした
人々から何を期待するのか？

例 | マテリアルに注力する
このマスベースの方法論には
本質的に重量が軽い（プラス
チック、包装資材など）マテリア
ルフローに在る可能性を見過
ごしてしまうリスクがあります。
今こそ、機会を確実にとらえる
ためにも、御社のチームが特
別に重視したいマテリアルスト
リームを決定するときです。

例 | 除外されるフロー
製造会社にとって、事業運営上
のマテリアルの相対的質量（
例：オフィス備品）は、生産資源
に比べ、取るに足らないもの
であることがあります。そのよ
うな企業が、評価において、こ
のような比較的小さなフロー
を含めないのは妥当でもあり
えます。

1



サーキュラー・トランジション・インデックス  25

御社がその目標を理解すると、CTIは御社が範囲設定段階で受ける質問
に答えることができるよう指標メニューを提供します。

ループ化
企業のマテリアルループを閉じる能力は、フレームワークの
中心に据えられています。
その結果として、企業は次の指標を使って評価を開始します。

• % サーキュラーインフロー
• % サーキュラーアウトフロー
• % 水のサーキュラリティ
• % 再生可能エネルギー

ループ最適化
これらの指標はマテリアルループの確保を超えて、企業がい
かに資源効率の最大化に取り組んでいるかを示すものです。
モジュールには2つの指標が含まれています。

• % クリティカルマテリアル
• % 回収タイプ

ループ評価
このモジュールは循環型ビジネスが生み出す価値に対し、知
見を与えるものです。
これは、マテリアルフローの各指標を従来型の財務指標に結び付けるも
のです。モジュールの第1の指標は、次の通りです。

• サーキュラーマテリアルの生産性

御社の指標を選択する際、各指標を入念に検討し、それぞれの指標を評
価することにした理由、また他の指標を排除した理由を文書化しておく
ことをお勧めします。

選択 
指標の選択

例 | 質問A
2つの事業部門はサーキュラリ
ティパフォーマンスについてど
のように互いから学ぶことがで
きますか？

双方の事業単位の評価を行う
ことで、これらを比較し、事業単
位間でベストプラクティスを複
製することができるようになり
ます。

例 | 質問B
循環型ビジネスパフォーマンス
を最高財務責任者にどのように
紹介できますか？

サーキュラーマテリアルの生産
性は、循環型経済の財務パフォ
ーマンスおよび経済パフォーマ
ンスを決定するのを支援する
ものであり、社内利害関係者と
のコミュニケーションを可能に
します。

例 | 質問C
どのようなマテリアルが、循環
型調達戦略の出発点を提供し
ますか？

% クリティカルマテリアルは、
供給リスクを低減するために
組織はどのマテリアルを優先
的に取り扱うべきであるかを示
します。

注
ご質問がありますか？
御社には、これらの 指標で答
えが得られないようなご質問
がありますか？さらなる指標
の策定が有益であるかを検討
するには、WBCSD 循環指標
チームまで、 cti@wbcsd.org 
にてお問い合わせください

2

mailto:cti%40wbcsd.org?subject=


サーキュラー・トランジション・インデックス  26

データ収集は、プロセスの中でも最も手間がかかる可能性が大きな部
分です。データポイントによっては、取得が比較的簡単であるものもあれ
ば、他の部署との協力が必要となるものもあります。関連のデータ、特に
インフローと実際のアウトフローの回収の数についてデータを収集する
ためには、企業はバリューチェーンのパートナーと連携する必要がまず
あるでしょう。

以下は各指標モジュールに必須のデータセットのリストです。

ループ化
% サーキュラーインフロー（マテリアルフロー当たり）

• % 再生可能コンテンツまたは % 非バージンコンテンツ
• インフローのマス

% サーキュラーアウトフロー（マテリアルフロー当たり）

• % 回収可能性（30ページの定義に関するガイダンスを参照）
• アウトフローのマス
• マテリアル回収率

• 地域別回収率
• 部門別回収率
• 自身の買戻し/引き取り契約、パートナーシップシステム、収集

と回収プログラムなどからのマテリアル回収率（該当する場
合）

% 水のサーキュラリティ – 開発中

% 再生可能エネルギー

• 再生可能エネルギー消費量（年間）
• エネルギー消費量（年間）

ループ最適化
% 回収タイプ：

• 回収されたアウトフロー当たりの回収タイプ（再使用、修理、修繕、再
製造、再生利用など）

ループ評価
サーキュラーマテリアルの生産性

• 評価対象とした事業からの収益 

収集 
情報源の特定とデータ収集

注
マテリアルフロー分析
公開コメントプロセスの回
答者により、マテリアルフロ
ー分析（MFA）を実行するこ
とは、体系立った評価の準備
を行う上で役立つことが示
唆されています。

私たちは、これが評価の堅牢
性を高め、一部の企業にとっ
ては優れたオプションとなり
得ることに同意します。しか
し、アクセシビリティを最適
化するため、私たちは必須
プロセスのステップとして、
それをフレームワークに含
めず、また必要であるともみ
なしませんでした。 既存の
MFAからの結果は、手始め
にこれを使って評価を行う上
で役立つ可能性があります。

注
オンラインツール
CTIオンラインツールはデー
タ収集に役立ち、このステッ
プにおける負担を最小化し
ます。

注
文書
データ収集の際は、情報源
を文書化し、正当な理由を記
すことをお勧めします。こうし
た文書をツールにアップロ
ードすることで、今後のサイ
クルにおいてデータ抽出に
役立ち、結果および組織に蓄
積された記録の堅牢性が向
上します。

3
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ループ化
図6はサーキュラリティを算定する高レベルの方法論を示します

算定 
測定の実行

注
評価レベル
CTIは会社全体、および事業
単位または生産拠点などの
会社の特定部分を評価でき
ます。

企業の全体的なサーキュラリティパフォーマンスは直線型と循環型のマ
テリアルフロー間のバランスを表し（図7を参照）、企業を介した4つの主
なフローから成り立っています。すなわち、サーキュラーインフロー、リニ
アインフロー、サーキュラーアウトフロー、 リニアアウトフローです。

全体的なサーキュラリティパフォーマンスは % サーキュラーインフロー
と % サーキュラーアウトフローの平均です。

% サーキュラーインフローと% サーキュラーアウトフローは、どちらもマ
テリアルのそれぞれの%サーキュラリティの加重平均からなっています。
そのため、マテリアルフローレベルでの%サーキュラリティを評価する必
要があります。

会社の境界

リニアインフロー
リニアアウトフロー

サ
ーキュラーインフロー サーキュ

ラー
アウ
トフ

ロー

図6：高レベルの公式ツリー
サーキュラリティ

企業/事業単位/生産拠点

図7：4つの主なマテリアルフロー

図8：サーキュラリティの公式

注
マテリアルフロー
マテリアルフローには、栄養
素、化合物、材料、部品、コン
ポーネントまたは製品すら含
まれます（組織による）。

水
水は様々な目的に使用される
固有の資源です。企業が使用
するその重さと量によっては、
水は評価の結果を歪めること
があります。そのため、水は全
体のパフォーマンスには含ま
れません。むしろ、独自の指標
が設けられることになります。

WBCSD Factor10 Circular 
Metrics ワーキンググループと
Global Water Solutions

プロジェクトでは堅牢かつ意
義ある一連の水のサーキュラ
リティ指標を策定するため、
専門知識を集約し、協働して
います。

% サーキュラーインフロー合計

% サーキュラリティインフロー X

% 回収可能性 X

会社/事業単位/拠点レベル
製品/コンポーネント/マテリアルレベル

% サーキュラーアウトフロー合計

% サーキュラリティアウトフロー X

% 実際の回収 X

サーキュラリティ
業/事業単位/生産拠点

% サーキュラーインフロー合計 % サーキュラーアウトフロー合計
(% サーキュラリティインフローA * マス A)

+ (% サーキュラリティインフローB *マス B)
+ (% サーキュラリティインフローC * マス C)

マスの合計 A+B+C

(% サーキュラリティアウトフロー D * マス D)
+ (% サーキュラリティアウトフロー E * マスE)
+ (% サーキュラリティアウトフロー F * マス F)

マスの合計 D+E+F

4
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% サーキュラーインフロー
次の指標はインフローマテリアルの合計サーキュラリティを評価します。 例 | 分類

企業とそのバリューチェーン
におけるポジションによって
は、3つのストリームの各量を
決定するのは困難な場合があ
ります。

ここにおける最も重要な区別
は、サーキュラーフローをリ
ニアフローから分離すること
です。

例 | 廃棄物管理
 企業に入ってくる廃棄物スト
リームは、それが再生可能で
あるか、または二次的なもの
であるかを特定できない場合
があります。

本質的に、この入ってくる廃棄
物はバージンではないため、
この場合、このマテリアルは非
バージンまたは二次的なもの
とみなすことができます。

追加的フロー（工程マテリア
ルなど）が考慮される限りに
おいて、合計の残りはサーキュ
ラーとみなすことができます。

例 | マテリアル生産
バリューチェーンの反対にあ
るマテリアル生産者にとって
は、バージンの再生可能イン
フローと二次的インフローを
特定するのはずっと容易な可
能性があります。この場合、残
りすべてのインフローがリニ
アとみなされます。

% サーキュラーインフロー合計
(% サーキュラリティインフロー A * マス A)

+ (% サーキュラリティインフロー B *マス B)
+ (% サーキュラリティインフロー C * マス C)

すべてのインフローのマスの合計(A+B+C)

% サーキュラリティインフロー V = 0%

% サーキュラリティインフロー VR = % 再生可能なコンテンツ

% サーキュラリティインフロー NV = % 回収済みコンテンツ

これは、% インフローのサーキュラリティがマテリアルレベルで決定され
る必要があることを意味します。

インフローマテリアルの分類は以下の通りです。

• バージン – 再生可能（サーキュラー） 
これらのマテリアルは使用または消費さ
れたことがない（一次）か、または再生不
能です。こうしたマテリアルの場合：

• バージン – 再生不能（リニア） 
再生可能なインフローは、抽出後に生態循環を通じて補給または再
成長させている場合、サーキュラーです。できれば再生成でき、最低
でも持続可能な形で管理されます。（完全な定義および出典につい
ては用語集の48ページを参照してください。） 
インフローは全部または一部が再生可能なコンテンツで構成され
ることがあります。この場合：

• 非バージンまたは二次的（サーキュラー 
インフローは、それが以前に回収され、非バージンまたは二次的（再
使用、修繕、再製造または再生利用など）である場合にもサーキュラ
ーとなります。 
インフローは全部または一部が回収済みコンテンツで構成されて
いることがあります。 この場合：

場合によっては、インフローは再生可能かつ非バージンであることがあ
ります。そのような場合、インフローは二重算定を防ぐため、サーキュラ
ーカテゴリーの一つにおいてのみ考慮されます。

サーキュラリティ

サーキュラリティ 
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% サーキュラーアウトフロー
合計 % サーキュラーインフローの算定と同様、この公式ではアウトフロー
マテリアルの合計サーキュラリティを評価します。

例 | 高い可能性、低い実
際の回収
老朽化した情報機器と電気通
信機器の多くは部分解体が可
能です。ということは、これら
は回収可能性が高いことを意
味します。

しかし、その焼却（エネルギー
回収を伴う、伴わないに関わ
らず）は、マテリアルを破壊し
ます。その価値と再使用、リフ
ァービッシュ、再生利用の可
能性は失われるため、実際の
回収スコアは0%となり、サー
キュラーアウトフローは0%と
なります。

% サーキュラーアウトフロー合計
(% サーキュラリティアウトフロー D * マス D) 

+ (% サーキュラリティアウトフロー E * マス E) 
+ (% サーキュラリティアウトフロー F * マス F) 
すべてのアウトフローのマスの合計（D+E+F）

% サーキュラリティアウトフロー X
% 回収可能性 X * % 実際の回収 X

% サーキュラーインフロー
（再生可能インフローのマス + 非バージンインフローのマス） 

すべてのインフローのマスの合計

このことは、% サーキュラーアウトフローもマテリアルフローレベルで決
定される必要があることを意味します。

マテリアルフローの % サーキュラーアウトフローは御社の以下を組み
合わせた有効性を反映します。

1. アウトフローが回収可能であるよう意図した設計または取扱い（修
理可能、修繕可能、製造可能、再生利用可能など）。これが % 回収可
能性です。

2. 企業から出るマテリアルが、実際に経済に再び還元されることを証
明します。これが% 実際の回収です。

マテリアルが技術的に回収可能な形で取り扱われなない場合、あるい
はマテリアルが初回の寿命を終えた後にバリューチェーンに還元される
ことを企業が保証できない場合、アウトフローはリニアとみなされます。

必要なデータセットは同じであり、2つのアプローチの結果は同じものに
なります。

代替算定方法 % サーキュラーインフロー
% サーキュラーインフローのボトムアップ算定の他にも、CTIは % サーキ
ュラーインフローのトップダウン算定を提供します。企業によってはこち
らの方が使いやすい場合があります。

注 | 含まれるアウトフロー
アウトフローとして考慮すべ
きフローには、固体、液体、気
体の形態による販売済み製
品（パッケージを含む）、副産
物、廃棄物が含まれます。こ
れには工程または操業上の
副産物または廃棄物が含ま
れます。

x 100%

サーキュラリティ 

サーキュラリティ 
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% 回収可能性
% 回収可能性はマテリアルが技術的に回収可能であるようにするため
の（マテリアル回収に限定し、エネルギー回収は除外）企業のアウトフロ
ーの設計能力または取扱い能力を反映するものです。

大半のフローにおいて、典型的な分類は以下の通りです。

はい、このアウトフローは完全に回収可能です。100%の回収可能性

あるいは

いいえ、このアウトフローは回収不能です。0%の回収可能性

化合物、コンポーネント、部品、または製品を考慮するマテリアルストリ
ームの場合、企業は部分的な回収可能性レベルを決定しなくてはなら
ないかもしれません。この決定プロセスは特定されたフローに左右さ
れ、そのガイダンスはあまりにも詳細にわたるため、この報告書では取
り扱いいたしませんが、御社の決定において支援が必要である場合は、
さらなるガイダンスを得るため、私たちまでお問い合わせください。

新しい技術が開発されるに従い、サーキュラーとリニアの間に線引きを
することは、ますます困難になっています。化学品の再生利用など、何が
プロセスにおいてサーキュラーに適格であるかについては、全世界で議
論が盛んになっており、このフレームワークは普遍的な回答を提供する
ものではありません。一時的な指導原則としては、いかなるレベルのマ
テリアルも（分子レベルの可能性もある）技術的に実現可能で、経済的
に存続可能な形において二次使用が可能なマテリアルであり続ける限
り、サーキュラーであるといえます。そのようなマテリアルが燃料となっ
たり、または何らかの形状または形態に焼却されたりする場合、それは
リニアとなります。

生物的循環
生物圏が自然に、安全に、完全に吸収でき、自然な再生可能マテリアル
の新たな成長の糧となりえる栄養素は100%回収可能です。

自然が吸収できないような物質、または毒性のある物質（個体、液体ま
たは気体）の回収可能性は、それらが技術的サイクルで回収できない限
り、0%です。

例 | パネル
金属とプラスチックシートを
接着剤で接合して製作される
建設パネルは、製品の技術的
な寿命を終えた後は、こうした
マテリアルを分離し、回収する
ことが不可能であるため、回
収可能性がまったくありませ
ん。回収可能性は0%です。

これと比較し、ネジやリベット
で接続されているパネルは、
双方のマテリアルを分離し回
収することが（個々のマテリア
ルの特性に応じて）可能であ
るため、100%の可能性があり
ます。ネジやリベットは、再使
用や再生利用も可能である場
合があります。

例 | 紙
天然の紙は生物圏により
100%回収することができま
す。

しかし、漂白や染色、印刷また
は無機物質を使用したコーテ
ィングによる汚染は、その生
物分解能力を阻み、回収不能
にし、そのため回収可能性が
0%になることがあります。

ご質問がありますか？
マテリアルフローの回収可
能性評価で支援が必要な場
合は、具体的な指導を得ら
れるよう、WBCSD循環指標
チームまでお問い合わせく
ださい。

% 回収可能性 X
はい - 完全に可能 = 100% 
いいえ - 可能性ゼロ = 0% 

ある程度可能 = X % 
または %生分解可能

サーキュラリティ
企業/事業単位/サイト
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生物的循環
生物圏に入る（空気、水、土地を通じて）生物学的アウトフローは、それが
生物圏における栄養素として機能し、バイオサイクルの一環となることが
できる場合にのみ回収されたとみなすことができます。

例 | ファッション
衣類ブランドの中には、古い
衣服の再生利用をしようとい
う大望をもって、これを回収
するところがあります。このフ
レームワークでは、回収され
たものとして、 別の中古の衣
類、アクセサリー、家庭用の布
などに還元されている実際の
生地および繊維のみを考慮
します。

例 | 灯りの販売
電球の購入に加え、現在では
灯りのみを購入することが可
能になっています。メンテナン
ス契約において、照明会社は
照明機器の所有権を保持し、
それにより、修理され再使用
されるマテリアルに関するア
ウトフローとデータを引き続
き管理でき、これらは社内で
利用できます。

例 | Ｔシャツ 
生分解可能な製品（毒性のあ
る染料を使用していない綿の
Ｔシャツなど）が埋立地で寿
命を終えると、他の毒性のあ
る廃棄物と混合することで汚
染され、生物圏における栄養
素としての働きを失うことがあ
ります。その場合、100%の回
収可能性があったにもかかわ
らず、リニアアウトフローとし
てみなされます。

% 実際の回収 X
標準的な回収率 

または地域/部門の回収率 
または手動による回収率 + 正当化

% 実際の回収
% 実際の回収は、企業の境界を出た後に、実際に回収されたマテリアル
の量を捉えるものです。

回収は収集とは異なります。収集後にマテリアルは埋立地で終わったり、
焼却されたりすることがあります。この指標が推定値に基づいたもので
はなく、実際のデータを必要とするのもこのためです。出荷後も、製品フ
ローを管理し追跡していれば、このデータは入手可能なはずです。透明
性と堅牢性を確保するため、社内の回収データを使って算定する際は、
それが適切に正当化できるものであり、文書を安全に保管することをお
勧めします。

御社がアウトフローを追跡されていない場合、幅広いマテリアルで判別
している標準的な回収率を参照することができます。

CTIオンラインツールには一部のこうしたレートが織り込まれています。

回収データは地域または部門により異なります。正確な見方をするに
は、可能な場合、販売/使用の地域的範囲設定および/または部門別デー
タに基づいた製品/マテリアルのデフォルト率を検討されることをお勧
めします。

特定のフローに対するデータが入手できず、かつ下流のトラッキングが
実施されていない場合、実際の回収は0%です。

マテリアルフロー、特にバリューチェーンの上流または下流における複
数の段階におけるモニタリングの困難さは認識されています。バリュー
チェーンでの話し合いを通してのみ、このデータの収集と共有の重要性
を効果的に伝達することが可能です。こうしたことをまだ開始されてい
ない場合、CTIがこうした話し合いを開始するための、一貫したプロセス
と理由を提供するものになることを願っています。

サーキュラリティ
企業/事業単位/サイト
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カスケード
回収はマテリアルに単にセカンドライフを与える以上のものです。サー
キュラーフローの現在の基準は、マテリアル（マテリアル、部品、製品な
どであるかを問わず）が企業に入ったときの状態に、同じ機能的等価を
もって、技術的に還元されているというものです。この同じ機能的等価と
は、企業が類似の機能をもって、それを異なる目的に使用することがで
きることを意味します。

焼却によりエネルギーに転換されたマテリアルは、このフレームワーク
ではサーキュラーとはなりません。それは同じ機能的等価により還元さ
れず、焼却後は存在しなくなるためです。

例 | プラスチック
小型のIT機器にある高グレー
ドのプラスチックは同じ製品
で再使用することはできませ
んが、コーヒーメーカー本体
に再使用することは可能であ
り、再生利用コンテンツとして
何回もループできる場合、こ
れは機能的に等価であるため
サーキュラーとなります。

例 | ゴム
遊び場の床タイルとして使用
されるすりつぶされたタイヤ
は、遊び場の床としての寿命
を終えた後で、新しい遊び場
のフロアまたはその他に再使
用される場合、サーキュラーと
みなされます。

注| サーキュラリティは必ずしもより持続可能であるわけではありま
せん
上述したように、CTIは既存の持続可能性指標の補完的なフレーム
ワークです。CTIは廃棄物からのエネルギー回収をサーキュラーとし
てみなしませんが、そのことは必ずしも、それが持続可能でないこと
を意味するわけではありません。マテリアルフローのチャネリング
の最も適切な方法を決定するのは、依然、企業次第です。サーキュラ
リティは、マテリアル抽出と廃棄物生成を削減するための戦略では
ありますが、すべての産業を取るマテリアルフローの主要基準とは
なりえません。
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注 | 水の使用ケース
組織は組織内の様々な目的
のために水を使用できます。

1. 成分として使用され、企
業の原材料表、または製
品の成分表に表示され
る場合

2. プロセスマテリアルとし
て、冷却、洗浄、家畜用の
水、原料供給、日用品ま
たはその他の目的に使
用される場合

水が製品の成分であったり、
または御社の実際の中核製
品であったりという（公共事
業部門など） 最初のケースに
限り、水をマテリアルインフ
ローとアウトフローのループ
閉鎖の算定に含めることが
できます。

% 水のサーキュラリティ
淡水は有限のものですが、不可欠な資源です。責任を持ってこれを使用
し、できる限り循環原則を適用することが不可欠です。

CTIの策定の過程において、ワーキンググループのサブセットは水という
背景においてサーキュラリティが意味するもの、また循環原則をどのよ
うに意味ある指標に変換できるかに取り組んできました。

CTIの立ち上げ時点において、この取り組みは依然進行中です。トピック
が複雑なことから、プレースホルダーを用いて代替としないことに決定
しました。

この特定のトピックに取り組むワーキンググループは、すべての専門知
識を含めるよう期して、WBCSD Global Water Solutions Projectのメン
バーと循環型経済Factor10プロジェクトを結合したものへと拡大されま
した。このグループの目的は指標を提示し、それを2021年1月までにCTI
オンラインツールに含めることです。

% 再生可能エネルギー
循環型経済では、エネルギー生産は再生可能エネルギー源に依存して
おり、化石燃料から移行します。

その算定は複雑であり、結果が曖昧になる可能性があるため、CTIでは
事業運営に使用される再生可能エネルギーを別個に測定します。

% 再生可能エネルギーの公式は以下の通りです。

企業は再生可能なエネルギー消費の測定と報告に、世界的に認識され
一般に採用されているプロトコルを既に使用しています。

WBCSDのアプローチに沿う形で、CTIは企業が既存の方針と手順を使用
するのを可能にし、既存データセットの再使用を容認しています。

再生可能エネルギーの定義に関するガイダンスが必要な場合
は、IRENA（国際再生可能エネルギー機関）が公表するエネルギー源を
参照してください。16

• 太陽光エネルギー
• 風力エネルギー
• 水力エネルギー
• 地熱エネルギー
• 海洋（潮力）エネルギー
• バイオエネルギー

測定では、エネルギーの内容を示し、企業に入り込むすべてのエネルギ
ー担体（ガス、電気、燃料を含むが、これらに限定されない）を含みます。

NOTE | エネルギーとアウトフ
ロー
一部のプロトコルではバイオ
ベースのマテリアルの焼却を
再生可能エネルギー源として
分類するものがあります。

バイオベースの廃棄物からの
エネルギーは再生可能であ
るかもしれませんが、焼却後
にマテリアルが存在しなくな
ることから、CTIではこれをリ
ニアマテリアルフローとみな
します。

注 | マテリアルフローとエネル
ギー生成
エネルギー生成のためのイン
フローは、容易に再生可能な
場合、または非バージンであ
る場合には、サーキュラーイ
ンフローとして分類できます。

燃料として使用される、ある
いは焼却されるアウトフロ
ーは常にリニアに分類され
ます。

% 再生可能エネルギー
再生可能エネルギー消費量（年間） 

エネルギー合計（年間消費） x 100%

http://www.irena.org/
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ループ最適化

クリティカルマテリアル
この指標では、クリティカルと非クリティカルのマテリアルの初回の区別
を行うことで、リスクのあるインフローの割合について概要が得られま
す。

最初のステップは、所定のリニアインフロー内において、合計リニアイン
フローのどのぐらいのマスが緊要かを特定することです。クリティカルマ
テリアルは、近い将来に欠乏する傾向があるもので、機能性を阻害する
ことなく他のもので代替するのが難しいものです。欠乏および／または
緊要な原材料を特定している機関がいくつかあります。例えば、欧州連合

（EU）は 27の原料 をクリティカルとしてリストに挙げています。17また米
国では、自国の国家保障と経済にとってクリティカルであると見なされる
35の鉱物のリストを策定しています。18これらのリストには、人権侵害の
観点からなど、問題のあるサプライチェーンに関する基準は含まれてい
ません。 今後、人的資本および環境資本に関係したサプライチェーン問
題を含め、その他のものが追加されることになるかもしれません。

クリティカルまたは欠乏するマテリアルの類似したリストを作成中また
はすでに発表している当局が他にもあるかもしれません。地域リストは
多少異なることがあるかもしれませんが、任意のリストに表示されるマ
テリアルについては再検討するのが当然といえます。

% クリティカルインフローの公式は以下の通りです。

%クリティカルフローに加え、CTIオンラインツールは絶対数のクリティカ
ルマテリアルの使用に関するフィードバックも提供します。

立ち上げ時のフィードバックは、上述の情報源である欧州連合および米
国のリストに基づいたものです。

注 | クリティカルマテリアル
この情報を取得することは、
電子機器部門など、製品が
極めて複雑である産業にと
っては困難な場合がありま
す。さらに、クリティカルマテ
リアルは、バリューチェーン
を介して移動するコンポー
ネント内に極めて少量存在 
することがあります。

企業は、これらのいずれかの
マテリアルへの依存に関連
してさらされるリスクを評価
するか否かを決定できます。

このレベルでのサプライチ
ェーンの透明性を得るため
の取り組みは、かなり大掛か
りなものとなりえます。

一方で、これに関わるリスク
は検討するに値します。

% クリティカルマテリアル
クリティカルとして定義されるインフロー 

マスリニアインフローのマスの合計
x 100%

http://ec.europa.eu/growth/sectors/raw-materials/specific-interest/critical_en
https://www.doi.gov/pressreleases/interior-seeks-public-comment-draft-list-35-minerals-deemed-critical-us-national
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この指標における増加は、（リニア）資源への依存性から財務上の成長
をうまく切り離していることを示します。

このモジュールには今後新たな指標が加わる可能性があります。

回収タイプ
図9に示されているように、回収ループが最小化されているほど必要と
されるエネルギーまたはプロセスが少なくなり、マテリアル/製品の回収
形態はより効率的になります。例えば、製品の再生利用よりも修理では、
要するロジスティックスや復元が少なくて済み、より多くの製品価値が保
たれます。

一般的に、回収ループの最小化を目指すことが企業にとっての最高の利
益になります。

CTIオンラインツールには、回収済みマテリアルに使用される回収タイプ
を特定するマテリアルレベルでの任意のデータエントリーが含まれてい
ます。フィードバックは、再使用/修理、修繕、再製造、再生利用、または生
分解/堆肥化された回収済みマテリアル部分の内訳を提供します。

ループ評価
このモジュールは企業が依存するマテリアルの単位当たりの収益を生
み出すのにどの程度効果を上げているかについての知見を得るのに役
立ちます。

このモジュールで立ち上げられている最初の指標は、サーキュラーマテ
リアルの生産性であり、これは企業がリニアインフローの単位当たりに
生成する価値を表します。結果は企業が長年にわたりモニターできる価
値になります。

算定方法は以下の通りです。

注 | すべてのループは同等に
サーキュラーです
ループが最小化されている
方が一般的に望ましいです
が、すべての回収タイプが
CTIにおいては同等にサーキ
ュラーです。

そのため、すべての回収タ
イプが、ループ閉鎖の算定
においては、企業のサーキュ
ラリティパフォーマンスに同
等に貢献します。このことは
回収タイプに変化があって
も、%サーキュラーアウトフ
ローが変わることはないこと
を意味します。しかしながら、
サーキュラーマテリアル生産
性指標は、保持される価値を
把握することができます。

再生利用

マテリアル
生産者 製造業者 販路 ユーザー

高低 保持されるバリュー

修理またはリファービッシュ再製造またはリファービッシュ
再生利用

再生利用

再製造再生利用

再製造または

リフ
ァービッシュ

再使用

または修理
再使用

または修理

図9：保持される価値

サーキュラーマテリアルの生産性
収益 

リニアインフローのマスの合計
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このセクションでは意思決定に向けた結果の解釈に焦点を当てます。プ
ロセスのこの部分では、関連する意思決定者を関与させることをお勧め
します。

CTI算定の結果は、循環イニシアチブの特定、優先順位付け、実施の定量
的基盤を提供します。

現在のパフォーマンスと長期にわたるパフォーマンス
現在のパフォーマンス
CTIは、様々な企業、産業、バリューチェーンにまたがって幅広く適用でき
るよう開発されました。パフォーマンスは企業の特徴により大きく異なる
傾向があるため、モデルでは何が「悪く」または「良い」パフォーマンスで
あるかを主観的に判断することはありません。

CTIは企業が未だにリニアとみなされている事業の割合を検証すること
で、自身の改善の可能性を研究する力を与えます。基本指標を分析するこ
とは、サーキュラリティレベルを増大するのに必要とされるものを理解す
ることに繋がります。

長期パフォーマンス
最も貴重な知見は、長期的なパフォーマンスを追跡することで得られる
かもしれません。進捗状況は、企業が設定した時間的制約のある目標、目
的、ターゲットに照らして比較することができます。サーキュラリティの増
減は、グローバルレベル（循環型経済のサーキュラリティ ・ギャップ報告
書）19、または産業レベル（政府、または企業や業界団体の集計データを
介する）のパフォーマンスの変化で比較することもできます。

パフォーマンスが期待に沿わない場合、企業は結果に影響を与える基本
指標とパラメータをさらに分析することができます。   

分析 
結果の解釈

5

http://www.circularity-gap.world/
http://www.circularity-gap.world/
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基本指標の分析：サーキュラーインフローとサーキュラーアウ
トフロー
結果は多くの場合、企業に出入りする広範囲のフローに基づいていま
す。これはマスおよびサーキュラリティパラメータにより大きく異なるこ
とがあります。

マテリアルフローのマス
マスベースの指標はマテリアルフローが重いほど、比率への貢献度が大
きくなります。関連する評価は、リニアマテリアルストリームを最大のマ
スから最小のマスまでリストすることです。より大きなマスストリームに
関するループ化はサーキュラリティレベルにより大きく貢献します。しか
し、このことはクリティカルマテリアルフローまたは優先マテリアルフロ
ーなどのその他のパラメータを見落とすことになる場合があります。

フローのサーキュラリティ
インフローストリームのサーキュラリティはそのストリームが再生可能
であるか、または非バージンであるかの特徴に依存しています。最大の
リニアインフローストリームの特徴を評価し、再生可能または非バージ
ンの代替策を探求することが改善機会となります。

アウトフローストリームのサーキュラリティには2つのコンポーネントが
含まれます。すなわち、回収可能性と実際の回収です。回収可能性を改
善するには、分析は設計を最適化する機会に焦点を当てます。例えばモ
ジュラー設計、分解用の設計、修理可能性、単一素材などの使用による
高度な再生利用などが挙げられます。

実際の回収を改善するには様々なアクションが必要とされます。例えば、
製品のサービス化または買い戻し/引取り制度などの新しいビジネスモ
デルの採用は、実際の回収率を大きく向上させる可能性があります。別
の選択肢は、サーキュラリティを推進するバリューチェーンパートナーと
協力することです。これにより、バリューチェーン下流へのマスフローに
より明確さがもたらされ、また共有される価値提案の策定能力が高まり
ます。

例 | 非バージン 
インフロー
建設会社は、バージンスチー
ルビームを再使用のビームま
たは再生利用のスチールに取
り替えることで、サーキュラリ
ティレベルを高めることがで
きます。

例 | 再生可能な 
インフロー
化粧品会社は合成成分をバイ
オベースの成分に取り替える
ことでサーキュラリティレベル
を高めることができます。

例 | 回収可能性
ICT企業は製品の設計を変え
ることで、分解可能にし、修
理、再使用、リファービッシュ
を可能にします。

例 | 実際の回収 – ビジネ
スモデル
ICT会社は使用した分だけ支
払うビジネスモデルに変更す
ることで、回収率と再使用率を
高めることができます。

例 | 実際の回収 – 連携
電子機器製造業者は小売業
者と連携し、引き取り制度によ
り消費者を刺激し使用済み機
器を収集することで、部品とマ
テリアルの回収を確実なもの
にできます。
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エネルギーと水
再生可能エネルギー
この指標は使用される再生可能エネルギーの割合を示します。理論的
には、完全な循環型経済とは再生可能物の上に成り立っており、そのた
め目標は100%の達成となります。改善機会には以下が挙げられます。

• 全体的なエネルギー消費の減少（使用される再生可能エネルギー
率の増大との相対）または

• 化石燃料を再生可能な代替エネルギーに取り替える

水のサーキュラリティ – 開発中

ループ最適化指標
% クリティカルマテリアル
この指標結果は、どの程度企業がクリティカル（緊要）と特定されるマテ
リアルに依存しているかを示します。クリティカルマテリアルの割合が小
さい場合でも、以下を理解するためそれらをさらに踏み込んで分析する
だけの関連性がある場合があります。

• クリティカルマテリアルの多様性
• クリティカルマテリアルの代替可能性
• クリティカルマテリアルの絶対使用
• クリティカルマテリアルに依存する収益（リスクのある収益）

クリティカルマテリアルの特徴
企業のインフローには複数のクリティカルマテリアルがある場合があり
ます。こうしたマテリアルの性質を理解することが重要です。緊要として
定義されるすべてのマテリアルが必ずしも、緊要性において同じスコア
であるわけではありません。これは供給リスクと地域の経済重要度の組
み合わせです。規模に基づいたクリティカルマテリアルフロー、フローに
依存する収益、マテリアルの相対的緊要性を評価することは関連性があ
る場合があります。

クリティカルマテリアルの代替可能性
クリティカルマテリアルを同等または類似の機能性をもった、他の非ク
リティカルマテリアルに取り替えることが可能な場合、企業は一部そのリ
スクを緩和することができます。そのため、代替物が利用可能であるか
を評価することには関連性があります。

クリティカルマテリアルの絶対使用
クリティカルマテリアルの相対使用（率）が低い場合でも、クリティカル
マテリアルの絶対量またはコストが絶対的希少性、価格上昇、価格変動
が事業の存続に影響を与えるポイントに達することがあり得ます。その
ため、クリティカルマテリアルの絶対使用をモニターすることにもまた関
連性があります。

注 | クリティカルマテリアル
の性質

• どのようなマテリアルで
あるか？

• マテリアルのそれぞれ
のクリティカリティ（緊
要度）とはどのようなも
のか？

• マテリアルはバージン
か、または二次的なもの
であるか？



サーキュラー・トランジション・インデックス  39

回収タイプの最適化
回収タイプの間を移行する機会は、企業の業種とバリューチェーンにお
けるポジションに大きく左右されます。とはいえ、企業は最高のマテリア
ル価値を保持するよう機会を評価することができます。異なる回収タイ
プの使用への知見については、オンラインツールがアウトフローの分析
を容易にするため追加のフィードバックを（データ入力時に）提供するこ
とができます。これらの知見に基づいて、企業は新しいビジネスモデル
の適用を決定したり、または新しいバリューチェーンコラボレーションを
確立したりすることができます。

再生利用

マテリアル
生産者 製造業者 販路 ユーザー

高低 保持されるバリュー

修理またはリファービッシュ再製造またはリファービッシュ
再生利用

再生利用

再製造再生利用

再製造または

リフ
ァービッシュ

再使用

または修理
再使用

または修理

図10： 回収タイプ

ループ評価指標
サーキュラーマテリアルの生産性
この指標はマスの単位当たりの金銭的価値を表します。この絶対価値は
企業間で大きく異なり、長期的なパフォーマンスを比較するのにこれを
使用するのが最善といえます。サーキュラーマテリアルの生産性の増大
とは、サーキュラーマテリアルの使用から財務成長を切り離すことを示
します。

また、リニアマテリアルの生産性の外部での増減を比較することには関
連性があります。例えば、十分に匿名化され、集計化されたデータが利用
可能な場合、得られる知見として、企業が1年間にサーキュラーマテリア
ルの生産性を2%増加し、一方、同部門では5%増加している場合、当該
企業には捉えるべき追加の機会があることが示されている可能性があ
ります。

循環資源の生産性の算定は、国内資源消費量（DMC）/国内総生産
（GDP）とは同じでないものの、両方の指標において切り離しが示され
ています。そのため、循環資源の生産性における変化を全国または部門
レベルでのDMC/GDPの増加と比較することは、興味深いものであるか
もしれません。
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循環パフォーマンスについて集められた知見は、どのフローが最も大きな可能性をもっているかを示します。
しかし、この情報を使用して意思決定と優先順位付けを行うには、循環パフォーマンスがリニアリスクとどのよ
うに関係するかを企業が理解していることをお勧めします。会社のリスクへのエクスポージャを評価し、その後
にビジネスケースを介した機会を評価することで、企業は行動の優先付けを開始することができます。このセ
クションについては、WBCSDの2018年リニアリスク 報告書を参照してください。20そこではサーキュラーリスク
と機会が説明されています。

リニアリスクとサーキュラー機会の特定
評価に使用された指標をリニアリスクとサーキュラー機会に結び付けることは可能であることから、こうした結
び付きにより、企業はどのような種類のリスクと機会が関連性をもっているのかについて、最初のイメージを把
握できます（表1を参照）

優先順位付け 
機会の特定

リスクの種類 市場 オペレーショナル ビジネス 法律

定義
事業資産と負債に影響を与
える市場および取引関連の
要因が関与する

企業の社内業務に影
響を与える要因が関与
する

企業の戦略的事業目標に影
響を与える新興の社会的、
経済的、政治的トレンドが
もたらす

現在および将来の規制、
標準、プロトコルに起
因する

% サーキュラ
ーインフロー

機
会

非バージン資源のコ
スト優位性

新しいパートナーシップ 混乱を呼ぶ新しい技術 再生可能資源の助成金

リ
ス

ク 資源価格のボラティ
リティ

サプライチェーンの機
能不全

変化する顧客需要 罰金または訴訟

% サーキュ
ラーアウトフ
ロー 機

会

資源としての廃棄物 人材の惹きつけおよ
び保持

新しいビジネスモデル 循環型ソリューションの
政府刺激策

リ
ス

ク 取引禁止（資源と廃
棄物）

社内プロセスの機能
不全

変化する顧客需要 拡大する生産者責任

% 再生可能エ
ネルギー

機
会

豊富な再生可能資源 新しいパートナーシップ 再生可能エネルギーのコ
スト削減

再生可能エネルギー
助成金

リ
ス

ク 資源不足 サプライチェーンの機
能不全

化石エネルギー価格の
増大

より厳格な法律

% クリティカ
ルマテリアル

機
会

ループ化 雇用創出 混乱を招く新しい技術 （新しい）政府方針

リ
ス

ク 投資家の関心低下 従業員の安全問題 変化する顧客需要 調達規則と規制

表１： リスクと機会の例（重複を含む場合がある。リストは網羅的ではない

6

https://www.wbcsd.org/Programs/Circular-Economy/Factor-10/Resources/Linear-Risks
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アリスク評価 
特定されたリスクを評価し、行動に優先順位をつけることをお勧めしま
す。リスク評価は、御社のニーズとリソース次第で、お望み通りにシンプ
ルにも（社内専門家との半日のワークショップで各段階を説明するもの）
または精緻にも（詳細なデータを使って数日から数週間かけて徹底した
分析を行うもの）することができます。いずれにせよ、以下の手順を踏む
ことをお勧めします。

例 | 国家または国際レベ
ルのターゲットシナリオ
様々な国および欧州委員会の
ような国際機関が循環型経済
採用のための目的および目標
を設定しています。政策パッケ
ージは長期にわたる（潜在的
な）政策を説明しています。そ
うした政策が4つのリスクカテ
ゴリーにどのように影響する
のか、また企業レベルで形成
されるターゲットにどのように
関係しているかを説明するこ
とには関連性があります。

1. シナリオ計画
循環型経済への無限の移行シナリオはすべて異なるリスクと機会をも
たらします。様々なシナリオを調査および予測することで、企業は将来の
進展をビジネスケースの評価に含めることができるようになります。以
下のシナリオを含めることをお勧めします。

• 平常通りのビジネス（BAU）
• 国家レベルまたは国際レベルで設定されるターゲットに沿う
• グローバルトレンドの組み合わせ

これらのシナリオ分析内で、企業はこうしたリニアリスクが事業に及ぼ
す影響を評価するために使用する指標を決定することができます。それ
らは、金銭的、定量的または定性的指標です。

以下は提案事項です。

• コスト
• 収益
• 利益
• 顧客関係
• 従業員関係
• サプライチェーンの連携

シナリオ分析に加え、他にも役立つことのあるツールがあります。それら
には専門家の意見、予測、査定、その他のESG固有のツールなどがありま
す。COSOエンタープライズ・リスク・マネジメント （ERM）フレームワーク
は、これらすべてについて詳細に説明しています。21

シナリオ 
計画

リスクの重大
度を確立する

優先順位付け
フレームワー
クの設定

注
方針
循環型経済の概要について
は、Factor10の方針ワーク
ストリームを参照してくださ
い。22

シナリオの説明：
1. 平常通りのビジネス
2. 国家/国際シナリオ
3. グローバルトレン

ドを取り入れたシ
ナリオ

リニアリスクの重大度を次
により確立する：
1. 脅威の優先順位付け
2. 脆弱性の優先順位

付けシナリオ

以下の変動要因を含む
優先順位フレームワーク
の設定：
1. 脅威
2. 脆弱性

http://www.coso.org/Documents/COSO-WBCSD-Release-New-Draft-Guidance-Online-viewing.pdf
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2. 脅威と脆弱性評価
意思決定のために収集された情報を使用するには、リスクにランク付け
し、優先順位付けをしてください。リスク優先順位付けでよく見られる基
準は、悪影響やその可能性の重大度です。しかし、こうした要因のみに依
存することで、優先順位付けの精度を限られたものにする場合がありま
す。そのため、COSO ERMフレームワークで定義されている以下の2つの
より精緻な基準を使用されることを提案します。

• 脅威（固有リスク） インパクト（結果）および開始の速度またはスピ
ード（リスクが事業体に影響を及ぼすスピード）が脅威の大きさを
決定します。 

• 脆弱性 （残余リスク）適応性および回復力との関係で定義される。
脆弱性の大きさは適応性（事業体がリスクに適応および対応する能
力）および回復力（事業体が許容内に回帰する能力）に左右されま
す。

3. 優先順位付けの視覚化
最後のステップとして、企業は上述したリスク要因を一つの概要図に可
視化でき、最終的な優先順位付けができます。図11は仮定した企業のリ
ニアリスク（Y軸）対脆弱性（X軸）を示しています。

グラフにはデモ目的のため、主なリスクカテゴリのみを示しています。し
かし、これはより具体的にすることもでき、資源不足や変化する顧客需要
など、すべてのリニアリスクサブカテゴリを含めることもできます。

この可視化により、どのリスクに最初に対処するか優先順位を付けるこ
とができます。この優先順位付けに基づいて、また分析段階で得られた
知見と併せて、企業は導入と次のステップに関する計画を立てることが
できます。

NOTE | COSO
トレッドウェイ委員会支援組
織委員会（COSO）は、5つの
民間部門を一つにまとめる
共同イニシアチブです。これ
はエンタープライズ・リスク・
マネジメント、内部統制、不
正抑止に関するフレームワ
ークとガイダンスの進展を通
じて、ソートリーダーシップ
を提供することを専門的に
行います。23

出典： www.coso.org

図11：リスクのプロット

ビジネス 市場

法律

オペレーショナル

脆弱性の順応能力と回復力

脅
威（

影
響

と
速

度
）

http://www.coso.org/
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結果をリニアリスクとサーキュラー機会に結び付ける
これまでのステップにおいて、企業は以下を特定しています。

1. 改善の可能性のあるマテリアルフロー

2. リニアリスクとサーキュラー機会

その後、企業は優先順位付けされたリスクと機会に対処するサーキュラ
ーソリューションを評価します。

この枠組で認識されているサーキュラーソリューションには、以下が挙
げられます。

インフローの場合
• 現在のリニアインフローを非バージン代替品に替える
• 現在のリニアインフローを再生可能な代替品に替える
• 製品の軽量化により資源利用を削減する
• 使用最適化、デジタル化、物的製品のサービスとの交換（一部の部

門では「サービス化」とよばれる）、耐久性などにより資源使用を削
減する

回収可能性の場合
• モジュラー設計を組み込むための再設計、分解のための設計、単一

素材および/または特に生分解可能なマテリアルを使用することで、
高い再生可能性を確保する

実際の回収の場合
• 製品をサービスとして販売したり、使用した分だけ支払うシステムを

作ることで、実際の回収を増大する
• 買い戻しまたは引き取り制度により実際の回収を増大する
• 消費される生分解可能なアウトフローを増大する

このリストは網羅的ではなく、時間の経過とともに成長していくもので
すが、考慮すべき可能なソリューションを検討するのに格好の出発点で
す。本ページおよび次のページの例では、こうしたソリューションを紹介
します。

例 | バージンインフロー
を二次インフローまたは
再生可能インフローによ
り置き換える
バージンインフローを二次イ
ンフローまたは再生可能イン
フローにより置き換えることで
リニアインフローのマスを削
減します。製品価格に変化が
ない場合、指標のパフォーマ
ンスは改善します。

例 | 製品の軽量化
製品の軽量化は製品価格に
は影響を及ぼさないため、企
業収益にも影響を与えませ
ん。製品から取り除かれるマ
テリアル が（一部）リニアイン
フローから成り立っている場
合、リニアインフローは減少し
ます。これは結果としてサーキ
ュラーマテリアルの生産性を
上昇させます。

例 | ハードウェアからソフ
トウェアへのデジタル化
ソフトウェアが追加的にハー
ドウェアに提供されている場
合、絶対収益は伸びます。ソフ
トウェアはハードウェアに追
加の機能性を提供することが
できるか、またはハードウェア
の一部または全部に取って代
わることができます。これが（
一部）リニアインフローに由来
するものである場合、リニアイ
ンフローは減少します。これは
結果として、より高いサーキュ
ラーマテリアルの生産性にな
ります。

例「使用した分だけ支払う」
へ移行
製品販売のモデルから「使用分
の支払い」への移行においては
サーキュラーマテリアルの生産
性が増大します。これは、ビジネ
スモデルによりサービスとして
の製品と支払いのサイクルが可
能になるためです（それにより
リニアインフローが相対的に低
下します）。

より耐久性のある製品の
販売
より高い品質で製作された製品
はより長持ちすると仮定すると、
製品当たりの価格は増大します。
リニアマテリアルの使用量が同
等であるならば、リニアマテリア
ルの使用との関係において相対
的に収益は良くなります。
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循環型ビジネスソリューションの主要指標
WBCSD循環指標プロジェクトチームは、企業がこれらのサーキュラーソ
リューションの使用への洞察を得る上で役立つ、一連の補足的主要指標
の策定を検討中です。

こうした指標は、先行指標であり遅行指標ではないこと、簡単な例により
説明されているという意味において、当初の指標モジュールとは異なっ
ていることを踏まえておくことが重要です。

こうした指標の主な目的は、企業が循環型経済への移行において採用
している行動をモニターし、それに対する知見を提供することです。それ
らは企業の全体的なサーキュラリティパフォーマンスに関する実際のソ
リューションの成功への知見を提供するわけではありません。

ループ化モジュールにおいて算定される企業の% サーキュラーインフ
ローと%サーキュラーアウトフローにおける移行のみが、

企業が取っている行動がより優れたサーキュラーパフォーマンスに効果
的に至っているかを示すことができます。

CTIフレームワークとオンラインツールの最初の公開立ち上げにおいて
は、こうした追加的指標は含まれていません。2020年中には、より広域で
WBCSDと協力することで、こうした指標をさらに作成し、テストしていき
ます。使用可能で有益であることが証明されれば、2021年1月を目標とし
ているフレームワーク更新のプロセスに加えることができます。

例 | 遅行指標
体重減少のための目標測定における先行指標は、例えば一日にど
れだけ歩いたか、またはどれだけのカロリーを消費したかです。体
重計の示す重さが遅行指標になります。
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サーキュラー機会：ビジネスケースの評価
プロセスのこの段階では、企業は以下について一層はっきりとした考えを持ちます。

• 企業が行動を起こすのを支援できるサーキュラーソリューション
• それらを適用して優先順位が付けられたリスクと機会
• 改善の可能性のあるマテリアルフロー

潜在的なオプションを選択することで、あるいは予想されたビジネスの成果を検証することで、ビジネスケー
スの評価は役立てることができます。WBCSDの循環型経済報告書に向けた 8つのビジネスケース24では、循環
型のビジネス慣行が成長を加速化し、競争力を高め、リスクを緩和することができることが強調されています。
サーキュラー機会を手にするためには、ビジネスケースを実証する必要があります。

原則として、循環型ビジネスケースは他のビジネスケースと同様に取り扱われていますが、平常通りのビジネ
スが適用される場合、一部の循環型ビジネスケースの特徴が見逃される可能性があります。そのため、サーキ
ュラリティのビジネスケースの評価時に検討すべき関連事項を以下にいくつか列挙しています。

1. 他のビジネスケースと同じように評価する
最初のステップはその他のビジネスケースと同じように評価することです。すでに明らかなケースがある場合、
サーキュラーな付加価値を実証する必要がない場合があります。

2. 循環型ビジネスケースにおける潜在的なコスト節約を検討します
• 節約はリニア（バージン再生不能）インフローをサーキュラーインフロー（再生可能または非バージン）に

取り替えることに関連している場合があります。
• 「コスト節約 = 100%リニアインフローのコスト – 現在のインフローのコスト」
• 「潜在的なコスト節約 = 現在のインフローのコスト – 100%サーキュラーインフローのコスト」

• 節約はより良いクライアントの保持と獲得に関連していることがあります（「グリーンのイメージ」またはサ
ービスとしての製品や買い戻し/引き取り契約による長期的な関係育成による）。これによりマーケティング
コストを削減できます。

• 節約は有能な従業員のより優れた保持と雇用に関係することがあります（循環型ビジネスの「目的」により
促される）。

3. 収益増大を検討する
収益の増大

• サーキュラリティ、便利さおよび/または持続可能性に惹きつけられる新しい顧客
• 製品よりもサービス（使用した分だけ支払うモデル）で、顧客の初期投資額が低下することによる新しいセ

グメント

4. 長期的な見方を検討する
サービスとしての製品または下取りオファーはより長期のサービス契約または買い戻し/引き取りのオファー
に基づいています。これらのビジネスモデルを採用することで、長期的な利益を安定させ、将来のキャッシュフ
ローの予測可能性を改善することができます。

• 製品の所有権を維持することで、またはアクセスを取得することで、企業は将来の供給を確保し、将来の資
源インフローの価格ボラティリティへの対応策を採ることになります。

社会の循環型経済への移行はコスト節約、利益性、法的要件における今後の変化を生み出すことになるかも
しれません（シナリオ計画に関するセクションも参照してください）。

https://www.wbcsd.org/Programs/Circular-Economy/Factor-10/Resources/8-Business-Cases-to-the-Circular-Economy
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結果を分析し、リスクと機会に優先順位を付け、サーキュラーソリューシ
ョンを評価し、ビジネスケースを定義した後の次のステップは、改善の
ためのターゲットを設け、関連する行動を実行に移すことです。

ターゲットを設ける
分析に基づき、改善可能な機会が明らかになります。さらに、優先順位付
け段階で対処すべきリスクと機会が特定されます。この両方を結び付け
ることで、この情報はSMARTターゲットを設けるための関連性のある証
拠を提供します。

行動を本格展開する
ターゲットを達成するためには行動を起こす必要があります。ターゲット
ごとの具体的な行動を更に定義するのは企業次第ですが、以下に検討
すべき要素のガイダンスをいくつか挙げます。

何を実行する必要があるかを定義する 
ターゲットは実行する必要があるものに関する方向性を与えます。分析
セクションの説明にあるように、また次以降のページに記載されている
表の最初の列にあるように、取ることのできる方向性の高いレベルの例
があります。企業の性質および分析結果に基づき、どのように具体的な
行動を形成するかは企業次第です。

いつ実行する必要があるかを定義する 
バックキャスティングにより行動計画を設定することをお勧めします。時
間的制約のあるターゲットを念頭に、企業はロードマップに基づいた中
期ターゲットと行動を展開することができます。中期ターゲットのある評
価サイクルの整合性を確保するため、ロードマップ内のタイムラインを
定義することが重要です。

行動を起こす必要がある者を定義する 
行動を徹底するには、行動推進責任者を特定する必要があります。以下
の表には関係する社内部署、検討すべき社外関係者、行動実行の際に
考慮すべき検討事項を添えた、分析段階からの可能な行動がリストされ
ています。

形成されたターゲットに対する行動と進捗状況を評価する
この段階はサーキュラー・トランジション・インデックスのフレームワー
クの最終段階ではないことを踏まえておくことが重要です。図12をご覧
いただくと分かるように、プロセスのステップはサイクル内で互いをフォ
ローしており、この段階は範囲設定段階へと読み込まれ、次の評価を開
始し、適用段階で実行された行動に起因するターゲットの改善状況をモ
ニターします。

表2は、上述したようにサーキュラーソリューションの一部を計画および
展開する際に、考慮すべき要素に対する追加の知見を提供します。

適用 
計画と行動

注 | SMARTターゲッ
Specific（具体的）：一時に指
標の一要素に焦点を当てる

（%非バージンインフロー
と%再生可能インフローに
個別のターゲットを設ける）。

Measurable（測定可能）：フ
レームワーク内で捉えられる
定量的ターゲットに焦点を
当てる。

Ambitious（野心的）であり
ながら達成可能： 企画段階
で評価された管理能力に基
づき、社内要因に大きく左右
されるターゲットに焦点を当
て、達成可能性を確実なもの
にする。

Relevant（関連性）：分析に
基づき最も関連のある分野
に関するターゲットに焦点を
当てる（すなわち、最大フロ
ーまたは最もクリティカルな
マテリアル）。

Time-bound（時間的制約）: 
ターゲット達成期限を設定
し、それに沿った評価サイク
ルを計画する。

1.適用範囲

2.選択

3.収集

4.算定
5.分析

7.適用

6.優先順位付け

図12：プロセスサイクル

7
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関与する部署 他の考慮すべ
き当事者 実行時の考慮事項 ターゲット例 行動例

再生可能インフローに取り替えることにより、リニアインフローを削減する

持続可能性 
調達 
製品設計
製品管理 
R&D

サプライヤー サプライヤー 持続可能性と土地利用
証明書
機能性

2023年までに天然マテリア
ルによる新しいファッション
ラインを立ち上げる

二次インフローに取り替えることにより、リニアインフローを削減する

続可能性 
調達 
製品設計 
製品管理 
R&D

サプライヤー 持続可能性 技術的な
実現可能性
顧客による受入
機能性

製品カテゴリー X には2025
年までに40%の再生利用コン
テンツが含まれる

サプライヤーの実現可能性
と可用性
必要に応じてサプライヤー
を切り替える

持続可能性
製品設計 
製品管理 
R&D

取引先 機能性
顧客による受入

2025年までに製品カテゴリ
ーXのライフタイム使用を2
倍にする

設計部門と技術的な実現可
能性を話し合う
消費者間での製品使用の障
害となっているものを調査
する（技術的制限、ファッショ
ン、ステータスなど）

製品設計の最適化により回収可能性を増大する（モジュール方式、分解、モノマテリアル）

持続可能性
製品設計 
サービスとメンテナ
ンス 
製品管理 
R&D

取引先
サプライヤー

技術的実現可能性
経済的実行可能性

2022年までに製造されるボト
ルの60%が単一素材からなる
2025年までにパッケージの
最適化により食品廃棄物を
20%削減する

サプライヤーを変更する
サプライヤーと調査を設
ける

所有権を維持することにより、または買い戻しまたは引き取り制度により実際の回収を増大する

持続可能性
製品設計
販売
アカウント管理 
顧客関係 
サービスと
メンテナンス
法的製品管理

取引先
投資家

財務上の意味合い。
例えばバランスシー
トおよびキャッシュフ
ロー上
法的意味合い

2025年までに高価値資産か
らの収益の30%を使用した
分だけ支払うモデルからのも
のにする

返却ロジスティクスについて
サプライヤーを指導する
新しいモデルに対する取引
先のニーズと障害を理解す
るための市場調査

買い戻し/引き取り制度または回収制度をバリューチェーン内の第三者と設けることにより、実際の回収を増大する

持続可能性 
製品設計 
販売
アカウント管理 
顧客関係 
製品管理
R&D

取引先 
サプライヤー

その他の関係者との協
力形態

2023年までにすべての新規
販売電話の買い戻しまたは引
き取り制度を設ける

修繕業者との契約を取り
付ける

公の制度に投資し、擁護することで実際の回収を増大する

持続可能性 
広報

顧客
国家機関

達成可能な影響とイン
パクト

2025年までにカーボンオフセ
ット市場の95%において公共
制度支援運動をサポートする

支援運動に同業者と共に参
加する

表2：サーキュラーソリューションを計画および展開する際に考慮すべきエレメント
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用語集
生分解可能なアウトフロー 
微生物が分解でき、生物系がさら
に使用できるような有機または無
機の分子に分解するマテリアルま
たは物質のアウトフロー。25経済協
力開発機構（OECD） の生分解性
試験法を参照してください。26

副産物  
マテリアル処理における意図され
ていない、不可避で追加的なマテ
リアルストリームであって、意図さ
れた主製品でないもの。

循環型経済の原則

• 廃棄物と汚染を排出しない
設計

• 製品とマテリアルを使用し続
ける

• 自然のシステムを再生成する

サーキュラーインフロー 
以下のようなインフローのこと。

• 再生可能インフロー（定義を
参照）で、再生可能性の自然
サイクルに則った速度で使用
される。

あるいは

• 非バージン

サーキュラーアウトフロー 
以下のようなアウトフローのこと。

• 製品とマテリアルに完全な回
収可能性があり、技術的なラ
イフタイム終了後の経済的ラ
イフタイムを拡大する形で設
計および加工される

かつ

• 実証できる形で回収される

企業の境界 
組織の物的または管理上の境界
で、財務報告および持続可能報告
の対象と範囲が一致している。

機能等価性 
機能において「等価である状態ま
たは属性」（あるいは同等）。27

これはCTIの文脈では、回収され
たマテリアルが以前のサイクルと
は異なる目的で使用できるが、類
似の機能を持っていることを意味
する。

例えば、携帯電話で使用されるプ
ラスチックは再び携帯電話に使用
することはできないが、強度と外
観といった属性は等価であるた
め、それらを台所用品にリサイク
ルすることができる。

インフロー 
マテリアル、部品または製品など、
企業に入ってくる資源（企業のサ
プライチェーン内におけるポジシ
ョンによる）。これに含まれないの
は水とエネルギー（担体）である。
これらは特定の水とエネルギー指
標の一部である。

リニアインフロー 
バージン、再生不能資源。

リニアアウトフロー 
サーキュラーとして分類できない
アウトフロー。このことはアウトフ
ローが以下の通りであることを意
味する。

• 設計においてサーキュラー
でなく、回収不可能な形で加
工されるマテリアルから構成
される

または

• 実証できる形で回収されず、
または経済に還元されない

リニアリスク 
直線型ビジネス慣行の影響への
エクスポージャ ー 、すなわち欠乏
している再生不能な資源を使用
し、新製品の販売を優先し、協力
を怠り、革新や適応を怠ることは、
企業の営業ライセンスにマイナス
の影響を与えることになります。28

非バージンインフロー 
以前に使用された（二次）インフロ
ー。再生利用マテリアル、中古製品
または再生部品など。

アウトフロー 
マテリアル、部品、製品、副産物、
廃棄物などの企業から出ていくマ
テリアルフロー（企業のサプライ
チェーン内におけるポジションに
よる）。

回収 
再使用、修理、修繕、再目的、再製
造、再生利用、堆肥化または生分
解などを通して、同レベルの機能
的等価性にて、技術的に実現可能
で経済的に実行可能な栄養素、化
合物、材料、部品、コンポーネント
または製品も回収すること（組織
による）。

これにはあらゆる形状または形態
による廃棄物からのエネルギー回
収は除外される。

回収タイプ 
異なる形態のマテリアル回収。エ
レン ・マッカーサー財団のサーキ
ュラー エコノミー体系図29

（または蝶形図）内の再循環ルー
プと同順に：

再使用 | 製品またはその機能
性に変更を加えることなく、本
来設計された寿命を超えて製
品寿命を延ばす。

http://www.oecd-ilibrary.org/environment/oecd-guidelines-for-the-testing-of-chemicals-section-3-degradation-and-accumulation_2074577x
http://www.oecd-ilibrary.org/environment/oecd-guidelines-for-the-testing-of-chemicals-section-3-degradation-and-accumulation_2074577x
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再生 
「生産性とその他の利点を確保

するため、マテリアル資源を復元
し、生態系の健康状態を改善する
能力を持つこと（炭素捕捉、生物多
様性、その他の生態系サービスな
ど）。再生は当初の状態からすで
に劣化していることのある自然シ
ステムの現状維持を超えるもので
あることにご注意ください。30

再生可能なインフロー 
持続可能な形で管理された資源（
最もよく見られるのは国際的に認
知された認定制度により実証され
る）が、抽出後に使用サイクルに
則った速度で、自然の成長または
補充プロセスにより、以前のストッ
クレベルに戻ること。そのため、そ
れらは収穫・抽出されるよりも速
い速度で補充され再成長させら
れる。31

バージンインフロー 
以前に使用または消費されてい
ない（一次）インフロー。32

修理 | 製品またはその機能性
に変更を加えることなく、破損
または摩耗後に修復すること
で、製品寿命を延ばす。29

修繕 | 製品またはその機能性
に変更を加えることなく、部品
交換を伴う大掛かりな修理な
どにより、製品寿命を延ばす。

再製造| 製品をコンポーネント
レベルに分解し、再び新しい状
態に組み立てる（必要に応じコ
ンポーネントを取り替える）。製
品の機能性に変更が加えられ
る可能性がある。

再生利用| マテリアルレベルへ
と製品を還元し、そうすること
で、新製品でのそうしたマテリ
アルの利用を可能にする。

堆肥化 | 酸素があるところでの
微生物（バクテリアおよび菌）
による有機物質の分解により、
高度な有機（腐植）コンテンツ
をもつ土壌を作り出す。
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FACTOR10について
ビジネスの将来はサーキュラーにあ
り、そこでは廃棄の余地はありませ
ん。WBCSDの循環型経済プログラム
であるFactor10は、ビジネスのリーダ
ーシップと慣行の中心に循環性を置く
ことを目的としています。私たちの目
的は企業内および企業間に不可欠な
エンゲージメントレベルを築くことで、
持続可能な世界の構築に必要なソリ
ューションを実現し、拡大するよう循
環型経済を推進することです。
まったく廃棄物が発生しないVision 
2050に到達するには、マテリアルの
エコ効率を10倍に改善する必要が
あります。Factor10 Instituteは1994
年に資源効率の10倍の改善を呼び
かけた際、このターゲットに言及し
ました。Factor10についての詳細
については、https://www.wbcsd.
org/Programs/Energy-Circular-
Economy/Factor-10を参照してくだ
さい。
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